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序章 はじめに 

序-1．目的 

 平成 13 年（2001 年）1 月に、IT 戦略本部から打ち出された e-Japan 戦略のもと、国内における高度

情報通信基盤整備は急速に進み、ADSL や FTTH、CATV 技術などを利用した、高速・超高速インフラとい

われる情報通信基盤が全国的に整備されている。本県においても、高度情報通信基盤整備に向けた取り

組みを実施しており、平成 14 年（2002 年）に整備した行政ネットワークである「香川新世紀高速情報

ネットワーク」により、県庁及び各出先機関や県立学校を高速通信サービスで接続したことに伴い、通

信事業者のインフラ設備が広がり、県内の ADSL や FTTH といったブロードバンドサービスの提供エリア

の拡大に大きく寄与したといえる。 

 しかし、本県のインフラ整備状況を地域別に見ると、市町の中心部において高度情報通信基盤の整備

状況は順調である反面、山間部や離島などの一部地域においては、現在でも通常の電話回線を利用した

ダイアルアップ接続のみに依存している地域があるのも事実である。このように、地域間における情報

格差は確実に発生しており、情報通信技術の有利性であるはずの「地理的情報格差の解消」が果たされ

ていないのが現実である。また、今後情報通信技術の進展に伴い、地域間における情報格差の拡大がま

すます進むおそれもあり、地域間の情報格差を是正する方策を早急に検討する必要がある。このような

ブロードバンドサービスの提供が受けられない、いわゆる条件不利地域は、全国的にも点在しており、

各行政団体などで様々な解消への取組みが実施されている。 

 そこで、本県においても、条件不利地域の把握と、その解消策の検討を行い、条件不利地域における

ブロードバンド化の推進を図るための方策等を調査研究することとする。 

 

 

序-2．概要 

 本調査研究においては、本県における条件不利地域を把握するとともに、ブロードバンドサービスが

提供されない要因となっている問題点を調査分析し、通信技術と行政支援の両面から、解決策を検討す

ることとする。通信技術による解決策の検討に当たっては、条件不利地域の中から候補地域を選定し、

実証実験を行うことで、解消策として期待される通信技術の検討に反映する。 

 また、本事業期間は、平成15年（2003年）4月 21日から平成16年（2004年）3月 31日までとし、

行政機関だけではなく、民間事業者の協力を受けることで、産・学・官が協力し合い、条件不利地域の

解消へ向けた調査研究を行うものである。なお、調査研究結果については、来年度以降、民間通信事業

者などと協力し、事業化へ向けた取組みを行う上で活用することとする。 

 

図表 1 本調査の流れ 

「香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向調査」
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序-3．体制 

 本調査検討に当たっては、産・学・官が連携し、「条件不利地域ブロードバンド化推進協議会」を立ち

上げ、解消策の検討を行うこととする。本協議会の実施体制を図表2に示す。 

 

図表 2 条件不利地域ブロードバンド化推進協議会体制 
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序-4．定義 

 近年、インターネット接続サービスの高速化が進み、いわゆる「ブロードバンドサービス」が急速に

普及している。しかし、「ブロードバンド」という表現は相対的なものであり、その正確な定義は存在し

ない。そこで、本調査研究においては、「ブロードバンドサービス」及び「条件不利地域」について、次

のとおり整理する。  

 

 ○ブロードバンドサービス 

 民間通信事業者や CATV 事業者などが提供する各種通信サービスの中で、ADSL やケーブル

インターネット、FTTHサービスなどによるインターネット接続サービスのうち、有線系サー

ビスについては 512Kb/s、無線系サービスについては 384Kb/s を超える速度のインターネッ

ト接続サービスを「ブロードバンドサービス」と定義する。 

 なお、有線系のブロードバンドサービスは、一般的に比較的安い利用料の定額制がとられ

ており、接続時間を気にすることなく高速でインターネットを利用できる点が大きな特徴で

ある。 

 

 ○条件不利地域 

 平成15年度末までに「ブロードバンドサービス」の提供を受けることができる見込みのな

い地域を「条件不利地域」と定義する。 

 

 2 



香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

1 ブロードバンドサービスと県内の条件不利地域の現状 

1-1 ブロードバンドサービスの利用動向 

 全国のインターネットの利用者数は、総務省「情報通信白書平成 15年版」によると平成 14年（2002

年）12月末現在、6,942万人にのぼり、平成19年（2007年）末には、8,892万人に達すると推計されて

いる。インターネットは、まさになくてはならない社会的インフラに成長している。 

 

 

(1)有線系ブロードバンドサービス 

①全国 

 メタリックケーブルや同軸ケーブル、光ファイバー等の有線系の媒体を活用したブロードバンド

サービスの代表的なものとしては、DSL(Digital Subscriber Line)、ケーブルインターネット、

FTTH(Fiber To The Home)がある。 

 これらの 3 つのサービスの加入者は、DSL を中心に近年急速に増えつづけており、図表 1-1に示

すように、平成15年（2003年）12月末には、合計で約1,300万加入にのぼる。インターネット利

用世帯におけるブロードバンド普及率は、29.6％にのぼり、1,000 万加入を超えた現在、ブロード

バンドサービスは全国的に見て一般的なサービスとなってきているといえる。 

 

図表 1-1．全国の有線系ブロードバンドサービスの加入者数の推移 

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

16,000,000（加入）

CATV 784,000 967,000 1,151,000 1,303,000 1,456,000 1,626,000 1,800,000 1,954,000 2,069,000 2,224,000 2,339,000 2,475,000

FTTH 0 0 0 0 26,400 68,600 114,608 206,189 305,387 458,293 688,450 894,259

xDSL 70,655 291,333 650,796 1,524,564 2,378,795 3,300,926 4,223,216 5,645,728 7,023,039 8,257,118 9,228,686 10,272,052

2001年3月 2001年6月 2001年9月 2001年12月 2002年3月 2002年6月 2002年9月 2002年12月 2003年3月 2003年6月 2003年9月 2003年12月

   出所：総務省 「インターネット接続サービスの利用者数等の推移」 数字は各月末の数字 
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②県内 

 香川県内においても、有線系のブロードバンドサービスの利用が急速に進んでいる。平成 15 年

（2003年）12月末現在で、DSL、ケーブルインターネット合計で約8万6000の加入があり、DSLと

ケーブルインターネットを合わせたブロードバンド世帯普及率は22％程度（平成15年 3月 31日現

在の住民基本台帳世帯数に対する割合）で、全国に比べて約5ポイント強低く、全国中位に位置し

ている。DSL とケーブルインターネットの加入者の割合をみると、本県においては、全国的な傾向

に比べてケーブルインターネットの加入者の割合が多い。 

 

図表 1-2 県内の有線系ブロードバンドサービスの加入者数の推移 

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

70000

80000

90000
（加入）

CATV 7,044 8,213 9,476 10,716 12,615 13,607 14,907 15,362 19,191 20,801 21,364

DSL 172 1,445 5,238 8,943 14,360 19,529 27,501 38,146 46,128 53,944 64,181

2001年6月 2001年9月 2001年12月 2002年3月 2002年6月 2002年9月 2002年12月 2003年3月 2003年6月 2003年9月 2003年12月

 

出所：四国総合通信局 「四国のブロードバンド・アクセスの普及状況」 数字は各月末の数字 

 

 また、県内において、有線系ブロードバンドサービスを提供する事業者及びその概要は、図表 1-3

に示すとおりである。 

図表 1-3 県内において有線系ブロードバンドサービスを提供する事業者※ 

サービス 事業者名 サービス名 サービス概要 

株式会社アッカ・ネットワークス DSLサービス ADSL・SDSL回線の提供  下り最大40Mb/s 

イー・アクセス株式会社 ADSLサービス ADSL回線の提供  下り最大40Mb/s 

株式会社STNet 各ISPブランド名での

サービス提供 

ADSL回線の提供  下り最大40Mb/s 

西日本電信電話株式会社 フレッツADSL ADSL回線の提供  下り最大40Mb/s 

平成電電株式会社 電光石火 ADSL 回線、インターネット接続サービスの提供 

下り最大12Mb/s（予定） 

ソフトバンクBB株式会社 Yahoo！BB ADSL 回線、インターネット接続サービスの提供 

下り最大45Mb/s 

DSL 

（社）高松市有線放送電話協会 TYHKねっとサービス ReachDSL 回線、インターネット接続サービスの

提供  上り・下り:768Kb/ｓ 

（株）ケーブルメディア四国（CMS） ケーヴィーネット 下り最大25Mb/s 

中讃ケーブルビジョン（株）（CVC） CVC-Net 下り最大25Mb/s 

香川テレビ放送網（株）（KBN） KBN-Net 下り最大10Mb/s 

三豊ケーブルテレビ放送（株）（MCB） MCBインターネット 

サービス 

下り最大10Mb/s 

ケーブル

インター

ネット 

さぬき市ケーブルネットワーク（SCN） インターネット接続 

サービス 

下り最大512Kb/s 

西日本電信電話株式会社 Bフレッツ FTTH回線の提供 最大100Mb/s 
FTTH 

株式会社STNet 未定 ※平成16年10月より開始予定。 

※ 他社のDSL回線や光ファイバーを利用してインターネット接続サービスのみを提供する事業者、法人向けのみのサービスを提供する事業者は除

いた。 

出所：RBB TODAY、各社資料等をもとに作成 
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(2)無線系ブロードバンドサービス 

①無線LANアクセスサービス 

 元々はLANによる利用のために開発された無線LANシステムを活用し、街頭や特定の屋内スポッ

ト、あるいは住宅地等において、インターネット接続サービスを提供する無線LANアクセスサービ

スの提供が進んでいる。無線 LAN アクセスサービスは、IEEE802.11b、IEEE802.11g、IEEE802.11a

と呼ばれる方式があり、11Mb/s～54Mb/sの速度のサービスを提供可能である。住宅地等を面的にカ

バーするサービスも存在するが、駅、飲食店、コンビニ等、人が多く集まる特定スポットを対象と

したサービスが主流となっている。 

 しかし、今のところ無線LANアクセスサービスの利用は伸び悩んでおり、『日経コミュニケーショ

ン』（2002.12.2号）によれば、平成14年（2002年）末で、加入者は、各社合計で１万加入前後と

推定されている。 

 県内において、無線系ブロードバンドサービスを提供する事業者及びその概要は、図表 1-4に示

すとおりである。 

 

図表 1-4 県内において無線系ブロードバンドサービスを提供する事業者 

サービス 事業者名 サービス名 サービス概要 

株式会社NTTドコモ四国 FOMA 下り最大384Kb/s 

ボーダフォン株式会社 ボーダフォン グローバル 

スタンダード 

下り最大384Kb/s ３G携帯電話 

サービス 

KDDI株式会社 CDMA 1X WIN 下り最大2.4Mb/s 

フリースポット協議会 FREESPOT 最大11Mb/s 

株式会社ネットウェーブ四国 駅すぽっと 最大11Mb/s 

西日本電信電話株式会社 フレッツ・スポット 最大11Mb/s 

株式会社バーシティウェーブ Seikyo-SPOT 

（生協インターネット） 

最大11Mb/s 

無線LAN 

アクセスサービス 

ソフトバンクBB株式会社 Yahoo! BBモバイル 最大11Mb/s 

出所：RBB TODAY、各社資料等をもとに作成 
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②第 3世代（3G）携帯電話サービス 

 携帯電話を利用したインターネット接続サービスについても近年高速化が進んでおり、現在、NTT

ドコモ及びボーダフォンによるW-CDMA（384Kb/s）、KDDIによるcdma2000 １X（144Kb/s）、cdma2000 

1X EV-DO（2.4Mb/s）といったパケット通信サービスを実現する第3世代（3G）携帯電話サービスが

提供されている。 

 平成16年（2004年）1月末には、これら3社のサービス合計で約1,400万加入にのぼっている。 

 

図表 1-5．全国の携帯電話（3Gサービス）の加入者数の推移 

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

16,000,000

（加入）

累計加入者数 27,000 89,400 1,265,800 2,788,100 4,826,700 7,161,100 9,162,400 11,288,700 13,756,800 14,399,900

2001年12月 2002年3月 2002年6月 2002年9月 2002年12月 2003年3月 2003年6月 2003年9月 2003年12月 2004年1月

 

   出所：社団法人電気通信事業者協会  数字は各月末の数字 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

1-2 県内のブロードバンドサービスの提供状況 

 ここでは、先に示した有線系、無線系のブロードバンドのうち、サービスエリアが広い代表的なサー

ビスを取り上げ、県内における提供状況等について整理する。 

 

(1)有線系 

①xDSL 及び FTTH 

 県内における xDSL は、NTT 西日本が提供するフレッツ ADSL サービスが最もサービスエリアが広

く、県内37市町のうち34市町で提供されている。また、FTTHは、NTT西日本が提供するBフレッ

ツサービスが主流となっているが、サービスエリアは、現在のところ、5 市と香川町の一部にとど

まっている。 

 図表 1-6を見ると、xDSL や FTTH が提供されていない地域が県南部の山間部や県北部の半島部や

離島に存在していることが分かる。 

 

図表 1-6．香川県内市町別 ADSL及び FTTHの提供状況 

 

※Bフレッツ提供エリア内においては、一部の地域で提供されていないエリア有り 

※ADSL提供エリア内においては、一部、（社）高松市有線放送電話協会によるReachDSLサービス提供エリア有り 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

 また、県内の有人離島地域における、ブロードバンドサービスの提供状況については、図表 1-7

のとおりである。 

 人口3万 5000人を擁する小豆島、香川新世紀高速情報ネットワークの整備に伴い多重無線回線で

結ばれた直島や収容局からの距離が短い土庄町沖ノ島、庵治町大島においてはフレッツADSLサービ

スが提供されているが、これら以外ではブロードバンドサービスが提供されていない。 

 

図表 1-7 離島別ブロードバンドサービス対応状況 

 平成16年1月現在 

NTT西日本 NTT西日本 

島 名 市 町 名 BB対応の

有無 
提供サービス 

島 名 市 町 名 BB対応の

有無 
提供サービス 

小 豆 島 

土 庄 町 

内 海 町 

池 田 町 

有 
・フレッツ

ADSL1.5M／８M 
岩 黒 島 坂 出 市 無 － 

女 木 島 高 松 市 無 － 櫃 石 島 坂 出 市 無 － 

男 木 島 高 松 市 無 － 牛 島 丸 亀 市 無 － 

沖 之 島 土 庄 町 有 
・フレッツ

ADSL1.5M／８M 
本 島 丸 亀 市 無 － 

小 豊 島 土 庄 町 無 － 広 島 丸 亀 市 無 － 

豊 島 土 庄 町 無 － 手 島 丸 亀 市 無 － 

大 島 庵 治 町 有 
・フレッツ

ADSL1.5M／８M 
小 手 島 丸 亀 市 無 － 

直 島 直 島 町 有 
・フレッツ

ADSL1.5M／８M 
高 見 島 多 度 津 町 無 － 

向 島 直 島 町 無 － 佐 柳 島 多 度 津 町 無 － 

屏 風 島 直 島 町 無 － 志 々 島 詫 間 町 無 － 

与 島 坂 出 市 無 － 粟 島 詫 間 町 無 － 

小 与 島 坂 出 市 無 － 伊 吹 島 観 音 寺 市 無 － 

出所：西日本電信電話株式会社 香川支店 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

②ケーブルインターネット 

 県内CATV事業者各社によるケーブルインターネットの提供状況は、図表 1-8のとおりである。提

供エリア状況を見ると、主に市街地や山間部に向けての整備が行われており、離島については全く

提供されていないのが現状である。 

 

図表 1-8．県内ケーブルインターネット提供エリア状況 

 

 出所：香川県ホームページより抜粋 

 

 9 



香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

(2)無線系 

①無線 LANアクセスサービス 

 県内の無線 LAN アクセスサービスの平成 15 年(2003 年)11 月時点でのサービス提供状況は図表 

1-9のとおりである。提供エリア状況を見ると、主に高松市内での提供にとどまっており、今後の提

供エリアの拡大が期待される。 

 

図表 1-9 無線 LANアクセスサービスポイント一覧 

サービス提供事業者 提供スポット 住所 

東横イン高松 高松市中央町11-5 

高松ターミナルホテル 高松市西の丸町10-17 

高松センチュリーホテル 高松市錦町1丁目1-4-19 

高松琴平電気鉄道株式会社 瓦町駅 高松市常磐町1-3-1 

高松琴平電気鉄道株式会社 高松築

港駅 
高松市寿町1-5-20 

ＬＳカフェ 西インター店 高松市中間町471-9 

有限会社カーピットイワサキ 丸亀市川西町南1159-9 

天然温泉 瀬戸内荘 坂出市常盤町2-1-20 

琴平グランドホテル桜の抄 仲多度郡琴平町977-1 

FreeSPOT協議会 

「FreeSPOT」 

喫茶レークサイド 香南店 

(道の駅香南の前) 
香川郡香南町横井993-1 

高松琴平電気鉄道株式会社 瓦町駅 高松市常磐町1-3-1 
株式会社ネットウェーブ四国 

「駅すぽっと」 高松琴平電気鉄道株式会社 高松築

港駅 
高松市寿町1-5-20 

高松市丸亀商店街アーケードエリア 高松市丸亀町 

カフェプラザ八番館 高松市片原町10-15 

喫茶アンドリュース 

（香川三友ビルB1F） 
高松市鍛冶屋町3 香川三友ビルB1F 

高松商工会議所会館 

（新館１Fロビー） 
高松市番町2-2-2 

ホテル川六エルステージ 

（新館１Fロビー） 
高松市百聞町1-2 

西日本電信電話株式会社 

「フレッツ・スポット」 

マコーズ・ベーグル・カフェ 

番町店 （２F） 
高松市番町1-9-11 ナルホ堂ビル 

香川大学生協 高松市幸町1-1 株式会社バーシティウェーブ 

「Seikyo-SPOT」 四国学院大学生協 善通寺市文京町３－２－１ 

ソフトバンクＢＢ株式会社 

「Yahoo!BBモバイル」 
シャンブル ダミ 高松市瓦町2-2-10イングスプ 

出所：RBB TODAY、各社資料等をもとに作成 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

②３Ｇ携帯電話サービス 

 NTT ドコモ四国が提供する第 3世代（3G）携帯電話サービス FOMA の平成 15年(2003 年)6 月末時

点での市町別提供エリア状況と、平成15年(2003年)9月末までの計画は図表 1-10のとおりである。 

 

図表 1-10．県内「FOMA」サービス提供エリア状況 

 

  平成 15年 9月末現在の提供エリア     出所：NTT ドコモ四国ホームページより抜粋 

     平成 15年 12月末までに拡大予定のエリア 

     平成 16年 3月末までに拡大予定のエリア 

       

 

 ボーダフォンが提供する第 3 世代（3G）携帯電話サービスの市町別提供エリア状況は図表 1-11

のとおりである。 

 

図表 1-11．県内「ボーダフォングローバルスタンダード」サービス提供エリア状況 

 

出所：ボーダフォンホームページより抜粋 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

 ａｕが提供する第3世代（3G）携帯電話サービスの、市町別提供エリア状況は図表 1-12のとおり

である。 

 

図表 1-12．県内「CDMA 1X WIN」サービス提供エリア状況 

 

 通話および最大144Kbpsデータ通信  最大2.4Mbpsのデータ通信  

提供エリア 提供エリア 

提供エリア 2004年3月末までの拡大予定エリア 

提供エリア 拡大予定エリア 

       出所：KDDI ホームページより抜粋 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

1-3 県内の条件不利地域 

(1)サービス未提供地域の把握 

 県内における各種ブロードバンドサービスの提供状況及び条件不利地域を整理すると図表 1-13のと

おりである。 

図表 1-13 市町別ブロードバンドサービス提供状況 

平成16年1月31日現在 

市町名 FTTH DSL ケーブルインターネット 

高 松 市 ○ 一部 ○ ﾌﾚｯﾂADSLは、菅沢町、女木町（女木島）、男木町（男木島）
で未提供。 

高松市有線放送電話協会が郊外でReachDSLｻｰﾋﾞｽを提供。 

○ 下笠居、植田、東植田地
区などで未提供。 

丸 亀 市 ○ 一部 ○ 本島町（本島）、広島町（広島、小手島）、牛島、手島町（手
島）で未提供。 

○ 蓬莱町、昭和町、島しょ
部で未提供。 

坂 出 市 ○ 一部 ○ 王越町、与島町（与島、小与島）、岩黒（岩黒島）、櫃石（櫃
石島）で未提供。 

○ 番の州地区、島しょ部で
未提供。 

善 通 寺 市 ○ 一部 ○  －  

観 音 寺 市 ○ 一部 ○ 伊吹町（伊吹島）で未提供。 ○ 島しょ部で未提供。 

さ ぬ き 市 －  ○ 小田、多和地区で未提供。 ○  

東かがわ市 －  ○ 福栄、五名地区で未提供。 －  

内 海 町 －  ○ 福田地区で未提供。 －  

土 庄 町 －  ○ 豊島（豊島、小豊島）、北浦、大部地区で未提供。 －  

池 田 町 －  ○ 三都地区で未提供。 －  

三 木 町 －  ○ 小蓑、奥山地区で未提供。 －  

牟 礼 町 －  ○  －  

庵 治 町 －  ○  －  

塩 江 町 －  － 全域で未提供。 △ 平成16年4月から 

香 川 町 ○ 一部 ○  －  

香 南 町 －  ○  －  

直 島 町 －  ○ 向島、屏風島で未提供。 －  

綾 上 町 －  ○  －  

綾 南 町 －  ○  －  

国 分 寺 町 －  ○  －  

綾 歌 町 －  ○  －  

飯 山 町 －  ○  －  

宇 多 津 町 －  ○  ○ 南部で未提供。 

琴 南 町 －  － 全域で未提供。 －  

満 濃 町 －  ○  －  

琴 平 町 －  ○  －  

多 度 津 町 －  ○ 高見島、佐柳島で未提供。 ○ 東港町、西港町、島しょ
部で未提供。 

仲 南 町 －  ○ 佐文及び十郷（生間、宮田、買田）を除く地域で未提供。 －  

高 瀬 町 －  ○ 麻、二ノ宮地区で未提供。 －  

山 本 町 －  ○  －  

三 野 町 －  ○  －  

大 野 原 町 －  ○  －  

豊 中 町 －  ○  ○  

詫 間 町 －  ○ 荘内地区、粟島、志々島で未提供。 －  

仁 尾 町 －  ○  ○  

豊 浜 町 －  ○  ○  

財 田 町 －  － 全域で未提供。 －  

出所：各種資料をもとに財団法人香川情報化推進機構にて作成 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

(2)条件不利地域の特徴 

 ブロードバンドサービスの提供エリアをもとに、条件不利地域を地理的に見た場合、図表 1-14のよう

になる。 

 

図表 1-14 ブロードバンドサービス提供エリア 

＜Ｈ１５年度末　計画＞

丸亀市本島

池田町

土庄町

内海町

観音寺市伊吹島

琴平

塩江塩江町

庵治町

丸亀市広島

坂出市与島
高松市女木島

多度津町佐柳島

多度津町高見島

三木町

直島町

綾歌町

満濃町

綾上町

仲南町

琴南町

高松市坂出市

多度津町

丸亀市

香川町

飯山町

山本町

豊浜町

仁尾町

善通寺市

観音寺市

財田町

高瀬町

詫間町

綾南町

琴平町

三野町

香南町

高松市男木島

詫間町粟島

土庄町豊島

牟礼町

大野原町

ＦＴＴＨ＆ＡＤＳＬサービス

ＡＤＳＬサービス

さぬき市

豊中町

ＲｅａｃｈＤＳＬサービス

ＡＤＳＬ＆ＣＡＴＶインターネットサービス

※整備中

ＦＴＴＨ＆ＡＤＳＬ＆ＣＡＴＶインターネットサービス

丸亀市手島

瀬戸大橋瀬戸大橋

坂出市岩黒島

坂出市櫃石島

ＣＡＴＶインターネットサービス

東かがわ市

国分寺町
宇多津町

注：　　　　　、　　　　、　　　　については、一部、ＲｅａｃｈＤＳＬサービスを提供しているエリアもあり

　　 Ｂフレッツについては、提供エリア内においても、一部の地域で提供できないエリアあり

丸亀市牛島

丸亀市小手島

直島町向島

直島町屏風島

 
 

 条件不利地域は、大きく山間部と離島地域に偏っていることが分かる。また、詫間町の荘内半島のよ

うな半島部分についても、ブロードバンドサービスが提供されていないところが見受けられる。 

 市町単位では、琴南町、財田町が全域で条件不利地域であるが、細かく見ると、既にブロードバンド

サービスの提供がされている市町にあっても山間部、半島部や離島で、サービス提供されていないエリ

アが多く点在している。 

 以上のことから、条件不利地域には、通信事業者によってブロードバンドサービスが提供されない要

因が内在していると想定される。本事業では、これらの条件不利地域ごとに抱えている要因を探り、技

術的検証を踏まえ、解消策の検討を行うこととする。 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

2 条件不利地域解消の方向性 

2-1 山間部 

山間部において通信事業者が提供している有線系のブロードバンドサービスは、ADSLやケーブルインター

ネットである。 

山間部で町域の全部でブロードバンドサービスが未提供となっているのは、塩江町、琴南町及び財田町で

ある。これら3町の間には、民間通信事業者によるブロードバンドサービス提供の可否に大きく関わってい

ると考えられる人口や世帯数に大きな差は見られない。 

塩江町は現在、国の補助事業である「新世代地域ケーブルテレビ施設整備事業」を活用し CATV 網を整備

中であり、平成16年4月から、ケーブルインターネットによるブロードバンドサービスが開始される予定

である。また、さぬき市においては多和地区がADSL未提供エリアとなっているが、さぬき市ケーブルネッ

トワークがCATVで512Kb/ｓのインターネット接続サービスを提供している。 

このように、山間部でのブロードバンドサービス提供の方策のひとつとして CATV 網を活用することが考

えられる。また、CATVインフラ整備手法としては、新世代地域ケーブル施設整備事業の活用が期待される。 

 

図表 2-1 ブロードバンドインフラ整備地域と条件不利地域の比較（山間部） 

項 目 塩江町 琴南町 財田町 

面 積 80,10k㎡ 82,79k㎡ 47,16k㎡ 

人 口 3,589人 3,262人 4,734人 

世 帯 数 1,283世帯 1,172世帯 1,369世帯 

高齢者人口（65歳以上） 1,389人 1,155人 1,436人 

ｘ D S L 提 供 状 況 なし なし なし 

F T T H 提 供 状 況 なし なし なし 

C A T V 提 供 状 況 
新世代地域ケーブル

施設整備事業にて、現

在整備中。 

なし なし 

 

 山間部に限らず、条件不利地域において、現在一般的である ADSL によるブロードバンド化を考える場

合、このサービスの提供拠点となるNTT局舎の形状がネックとなっているケースがある。条件不利地域の

局舎は、いわゆるBOX型と呼ばれるものが設置されていることが多く、この局舎には ADSLの設備を収容

できるスペースがない。このため、局舎を新たに整備して ADSL 設備のスペースを確保するか、あるいは

BOX 型局舎用に新たに開発された ADSL 設備を整備する必要があるが、いずれの方法をとる場合でも、多

額の費用がかかる一方で、その費用をカバーするほどの ADSL 利用世帯の確保が困難であるという事情が

あり、通信事業者単独ではサービス提供に踏み切れない現状にある。従って、BOX型と呼ばれる局舎のエ

リアで ADSL の提供を通信事業者に要請する場合には、行政による財政的支援等についてもあわせて検討

する必要がある。 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

2-2 離島部 

 通信事業者が離島部で提供しているブロードバンドサービスとしては、一般的にADSLが利用されており、

離島～本土間の通信設備は、海底光ファイバーケーブルによる設備と多重化伝送無線による設備の2パター

ンがある。 

 本県においてブロードバンドインフラが整備されている有人離島は、小豆島と沖之島、直島、大島の 4

島だけである。 

 小豆島は、本土との中継回線として、民間通信事業者による海底光ファイバーケーブル及び多重無線設備

が整備され、民間事業者によるADSLによるブロードバンドサービスが提供されている。しかし、島の北部

地区や南部の半島部では人口が少なく、ADSLは提供されていない。 

 沖之島については、小豆島との距離が約100ｍと近接しているため、電話回線用のメタリックケーブルが

小豆島の収容局から配線されており、小豆島エリアで提供しているADSLが沖之島までカバーしている状況

である。 

 また、大島についても、沖ノ島と同様、本土からの距離が短いため、電話回線用のメタリックケーブルが

庵治町本土にある収容局から配線されており、ADSLが提供されている。 

 直島については、本土との中継設備として民間通信事業者による多重無線設備が整備され、ADSL が提供

されているが、これについては、平成14年（2002年）に整備した香川新世紀高速情報ネットワークの接続

拠点としてネットワークインフラを整備したことで、民間通信事業者の設備投資を誘発した結果であり、離

島におけるブロードバンドサービスの提供には、本土との間の中継設備の確保という大きな問題が存在する。 

小豆島、沖ノ島、直島、大島以外の離島ではブロードバンドサービスは提供されていない。人口集積の状

況から見ても、今後の民間通信事業者によるブロードバンド化は期待しがたい状況にある。また、小豆島及

び直島を除いて、いずれの島も本土又は他の島と行政単位を同じくする、いわゆる「一部離島」であること

にも留意が必要である。 

 

図表 2-2 ブロードバンドインフラ整備地域と条件不利地域の比較（離島部）※ 

項 目 小豆島 沖之島 直島 豊島 伊吹島 

人 口 34.572人 97人 3,636人 1,327人 1,020人 

世 帯 数 13,151世帯 22世帯 1,489世帯 562世帯 407世帯 

ｘ D S L 提 供 状 況 あり あり あり なし なし 

F T T H 提 供 状 況 なし なし なし なし なし 

C A T V 提 供 状 況 なし なし なし なし なし 

※一部地域については、未提供エリアがある。 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

2-3 その他の条件不利地域 

(1)半島部

 詫間町荘内半島や池田町三都半島が典型である。半島部は、その隣接地域ではADSLによるブロードバ

ンドサービスが提供されているものの、当該半島部の人口規模が少なく、なおかつ集落が数ヶ所に分散

しており民間事業者によるサービス提供が期待できない状況にある。 

 

(2)局所的未提供地域 

 本来であれば、ブロードバンドサービスの提供地域であるにも関わらず、通信事業者の設備状況など

の問題によって、局所的に提供エリアから除外されている地域が存在している。 

 この背景には、FTTHを視野に入れた通信事業者の設備投資が大きく関わっており、FTTHが実現するま

での過渡的なシステムとして、πシステムやRSBM（Remote SuBscriber Module：遠隔加入者収容モジュ

ール）などが導入されているため、DSL の提供が技術的に困難な状況にある。また、必要な契約数を確

保できる見通しが立たないため、FTTHについても提供できないといった状況に陥っている。 

 πシステム及びRSBMの構成概要を図表 2-3に示す。 

 

図表 2-3 πシステムとRSBMの構成概要 

加入者側

光ファイバーケーブル

通信事業者設備

πシステム
ONU

PC

TEL

TEL

アナログ回線

ISDN回線

専用線

πシステム構成イメージ

N-SLT

 

加入者側

光ファイバーケーブル

通信事業者設備

TEL

TEL

アナログ回線

ISDN回線
N-SLT

RSBM

RSBM構成イメージ
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

2-4 条件不利地域の課題 

 条件不利地域においてブロードバンドサービスの提供がされない要因を個別に見ると、山間部について

は、ある程度の人口規模はあるが、都市部に比べ世帯が散在しているため、設備投資範囲が広く、世帯当

たりの設備投資額が大きいことが、通信事業者の事業化に歯止めをかけている。 

 また、離島部については、本土と離れているため、設備投資額が膨大になる上に、ほとんどの離島部の

世帯数が、1,000 世帯以下という、極めて小規模市場であることが、要因となっている。 

 半島部においては、陸続きではあるが、離島部ほどではないにしても設備投資が必要であり、離島部同

様、人口が少ないことがサービス提供されない要因になっている。 

 局所的条件不利地域に至っては、先進的な設備が整備されているために、かえって ADSL などのメタリ

ックケーブルによるブロードバンドサービスが提供されず、また、需要が少ないことから、FTTH による

ブロードバンドサービスまでも提供されない状況となっている。 

 

 このように、各条件不利地域において、ブロードバンドサービスを提供するために必要となる「莫大な

投資費用の問題」と、莫大な投資を行っても、利用者数が少なく、投資回収が困難であるといった「事業

的な問題」の2点が、共通の大きな課題であるといえる。 

 条件不利地域において、このような課題を解消するためには、投資費用が少ない技術手法を確立し、ブ

ロードバンド化への対応を検討する必要がある。 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

3 条件不利地域の技術的解消策 

3-1 要素技術 

 ブロードバンドサービスを提供するための実際の通信技術は多様化しており、伝送速度や伝送距離の違

い、また、必要とする設備についても、それぞれ特徴がある。ここでは、現在の技術動向を踏まえ、条件

不利地域に適用が可能な要素技術を中継収容局～収容局間（以下、中継区間）と利用世帯～中継収容局間

（以下、アクセス区間）に分けて整理する。 

 

(1)中継区間 

①光ファイバーケーブル 

 e-Japan 戦略の目標として掲げられている、「世界最先端 IT 国家」の実現に向けたインフラ整備

のひとつとして、注目された手法である。他の通信技術と比べ、伝送帯域、伝送距離ともに優れて

いる反面、整備コストがかかり、通信事業者による整備は伸び悩んでいる状況である。 

 最近では、整備コストを抑制するために、電力ケーブルや水道管と併用した光ファイバーケーブ

ルの布設手法などが検討されている。参考として、複合ケーブルの仕組みを図表 3-1に示す。 

 

 図表 3-1 「電力光複合ケーブルの仕組み」と「光ファイバー管路と複合した海底送水管の仕組み」 

  

出所：古河電工株式会社ホームページ 

 

②ケーブルインターネット 

 国内におけるケーブルインターネットのネットワーク構成は、HFC（Hybrid Fiber and Coaxial）

と呼ばれる構成が一般的である。HFC は、幹線区間では光ファイバーケーブルと同軸ケーブルを使

用し、分配線区間では同軸ケーブルを使用する。 

 現在、全国において新世代地域ケーブルテレビ施設整備事業を活用したCATV整備事業が実施され

ている。本県においても、大野原町・仁尾町・高松市・坂出市・豊浜町・丸亀市・観音寺市・さぬ

き市・塩江町などで、国の補助事業を活用したインフラ整備が進められてきた。 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

③多重無線設備 

 無線技術の中では、通信品質も高く、帯域も広いため、国内の民間通信事業者が、ATM 専用線サ

ービスなどの中継設備として利用している。海底光ファイバーケーブルなどの整備が困難な離島な

どへの通信インフラ整備手法として採用される場合が多い。 

 また、多重無線設備の利用に当たっては、電波法令によって規制されているため、無線局の利用

に関する許可を得る必要がある。 

 

図表 3-2．多重無線技術の主な仕様※ 

仕様 11G-150M/LE 11G-50M 11G-150M 5G-50M 5G-150M 

変調方式 16値直行振幅変調 8相位相変調 

伝送容量 156Mb/s 52Mb/s 156Mb/s 52Mb/s 156Mb/s 

中継距離※ 約10km 約10km 約10ｋｍ 約20km 約20km 

構成例 

 

SW 交換機MDF NOCへ

伝送装置

無線機

伝送装置

無線機

加入者宅へ 収容局A
収容局Ｂ

※中継距離は、アンテナの仕様などにより若干異なる。 

 

 

④SDSL（Symmetric Digital Subscriber Line） 

 ITU-T992.2 AnnexC（ADSL）と違って、上りと下りの速度が同じであることが特徴である。伝送

距離はADSLと同等である。 

 

 

⑤無線 LAN（IEEE802.11b/g） 

 無線 LANシステムで広く利用されているIEEE802.11b/g を用いることで、中継区間でも安価にイ

ンフラを構築することが期待される。多重無線設備に比べ、天候による通信への影響は少ない反面、

他の通信機器や電化製品などとの電波干渉が発生するといった問題がある。 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

⑥FWA（Fixed Wireless Access） 

 加入者系固定無線アクセス技術として、無線通信事業者に利用されている。近年では、周波数帯

の利用規制が緩和されつつあり、これまでより低い周波数帯を使う通信事業者のサービスが期待さ

れる。 

 

図表 3-3 FWA 技術の主な仕様※ 

仕様 FWA 

周波数帯 22GHz帯、26GHz帯、38GHz帯 18GHz帯 

利用形態 P-P P-P 

アクセス方式 FDD方式 FDD方式、TDD方式 

通信速度 ～156Mb/s ～156Mb/s 

伝送距離※ ～約4km ～約10ｋｍ 

採用事業者 

・SONY「ブロードウェイブ」 

・NTT Communications 

「エアアクセス」   など 

・公共業務用 

構成例 

 

IDU
NOCへ

ルータ等

IDU

ルータ等

IDU

加入者宅へ 基地局
収容局

ODU
ODU

アンテナアンテナ

  ※伝送距離は、アンテナの仕様などにより若干異なる。 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

(2)アクセス区間 

①ADSL（Asymmetric Digital Subscriber Line） 

 ISDN回線と使用する周波数帯が近いため、従来のADSL技術では、ISDN回線による干渉が大きか

ったが、近年では、Annex C、ReachDSLなど、ISDNの干渉を受けにくい方式を使用している。ここ

では、国内の通信事業者が最も利用しているAnnexC、AnnexI、AnnexA、ReachDSLの通信技術につい

て整理する。 

 ADSL は高速化が進み、最近では Quad Spectrum 方式を採用した、下り通信速度が最大 40Mb/s 前

後の高速通信サービスが提供されている。しかしながら、26kHz～3.75MHz という、他の ADSL 規格

よりも広い周波数帯を利用するため、長距離伝送に向いていないなどの問題も抱えている。 

 

図表 3-4．ADSL技術の主な仕様 

規格名 AnnexC AnnexI AnnexA ReachDSL 

符号化方式 
ITU-T992.1 （G.dmt） 

ITU-T992.2 （G.lite） 
ITU-T992.1 

ITU-T992.1 

ITU-T992.5 
仕様検討中 

G.dmt  ～約1Mb/s G.dmt ～約１Mb/s 上 

り G.lite ～約512Kb/s 
～約1Mb/s 

992.5 ～約１Mb/s 
～960Kb/s 

G.dmt  ～約12Mb/s G.dmt ～約12Mb/s 

通 信

速度 下 

り G.lite ～約1.5Mb/s 
～24Mb/s 

992.5 ～約24Mb/s 
～960Kb/s 

G.dmt ～約3.5km G.dmt ～約7km 
伝送距離 

G.lite ～約5km 
～約2km 

992.5 ～約5km 
～約12km 

採用事業者 

・NTT東日本 

・NTT西日本 

・ACCAネットワークス 

        など 

・ACCAネットワークス 

・イーアクセス 

・NTT東日本 

・NTT西日本  など 

・Yahoo!BB ・Yahoo!BB 

構成例 

 

ｽﾌﾟﾘｯﾀ

１対メタリックケーブル

MDF

DSLAM
加入者宅

収容局

ｽﾌﾟﾘｯﾀ

交換機ADSL
ﾓﾃﾞﾑPC

TEL 保
安

器
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

②VDSL（Very High Speed Digital Subscriber Line） 

 ADSL よりも伝送距離を短く制限することにより、より広帯域な通信速度を確保している。FTTC

（Fiber To The Curve）の加入者までの最終引込手段として利用されている。ADSL同様、電話との

併用が可能である。 

 その他、VDSL製品動向として、NTT西日本から下り最大70Mbpsを実現する住友電工製VDSL製品

がリリースされている。これは、ITU-T993.1を利用しているが、使用する周波数帯を拡張すること

で、高速通信を可能としている。 

 

図表 3-5 VDSL 技術の主な仕様 

仕様 VDSL 

符号化方式 ITU-T993.1 G.vdsl 

上  り 1.6Mb/s～6.4Mb/s、50Mb/s 
通信速度 

下  り 10Mb/s～52Mb/s、70Mb/s 

上り1.6Mb/s 下り13Mb/sの場合 ～約1.5km 
伝送距離 

上り6.4Mb/s 下り52Mb/sの場合 ～約0.4km 

採用事業者 

 ・NTT東日本、西日本 「Bフレッツ・マンションタイプ」 

 ・サーバーホーム 「サイバーホームVDSL」 

 ・PowerBand 「Broad-Gate01 TypeV」   など 

構成例 

 

【パターン①：加入者宅～収容局までのVDSL利用】 

PC ルータ
等

NOCへ

加入者宅 収容局側

1対メタリックケーブル

VDSL
装置

TEL

VDSL
装置

MDF

交換機

 

            
VDSL 通信範囲

 
 

【パターン②：加入者宅内だけでのVDSL利用】 

NOCへ

加入者宅 収容局側

ルータ
等

1対メタリックケーブル

光成端
装置

交換機

VDSL
装置

PC

TEL

VDSL
装置

PC

TEL

集合
VDSL

装置

光終端装置
（ルータ等）

MDF MDF

光ファイバーケーブル

 

     VDSL 通信範囲  
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

③SDSL（Symmetric Digital Subscriber Line） 

 ITU-T992.2 AnnexC（ADSL）と比べ、通信速度や伝送距離はそれほど差はないが、上りと下りの

速度が同じであることが特徴である。また、ADSL同様、電話との併用は可能である。 

 

図表 3-6 SDSL 技術の主な仕様 

仕様 SDSL 

符号化方式 ITU-T992.1 G.dmt AnnexH 

通信速度 上下対称160Kb/s～2Mb/s 

上り下り160Kb/sの場合 ～約6.9km 
伝送距離 

上り下り2Mb/sの場合 ～約2.4km 

採用事業者 
 ・STNet 「STCNアドバンス」 

 ・ソフトバンクBB 「Bizサービス」  など 

構成例 

PC ルータ
等

NOCへ

加入者宅 収容局側

1対メタリックケーブル

SDSL
装置

TEL

SDSL
装置

MDF

交換機

 
 

 

④無線 LAN（IEEE 802.11b/g） 

 一般の無線LANシステムとして、屋外無線LANや屋内無線LANとして利用されている。周波数帯

が低いため、他の無線システムに比べ天候による通信への影響は少ないが、他の通信機器などの電

波干渉を受けやすいといったデメリットもある。 

 

図表 3-7 無線 LAN技術の主な仕様※ 

規格名 IEEE802.11b IEEE802.11g 

周波数帯 2.4GHz帯 2.4GHz帯 

アクセス方式 CSMA/CA方式 CSMA/CA方式 

変調方式 DSSS方式 OFDM方式 

通信速度 ～11Mb/s ～54Mb/s 

伝送距離※ ～約1.5km ～約1.5km 

採用事業者 
・NTT Communications 「ホットスポット」 

・ソフトバンクBB「Yahoo! BBモバイル」など 
－ 

構成例 

NOCへ

ルータ等

収容局

ルータ等PC

加入者宅

アンテナ
アンテナ

アンテナ

 
  ※伝送距離は、アンテナの仕様などにより若干異なる。 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

 ⑤FWA（Fixed Wireless Access） 

 FWA の特徴としては、無線 LAN システムと比較し、高い周波数帯を利用しているため、電波干渉

が少なく大容量伝送を可能とする無線技術として、通信事業者だけでなく行政機関からも期待され

ている。 

 一般的なFWA技術仕様である、22GHz帯、26GHz帯、38GHz帯を利用したものについて、図表 3-8

に整理する。 

 

図表 3-8 FWA 技術の主な仕様※ 

仕様 FWA 

周波数帯 
22GHz帯、26GHz帯、 

38GHz帯 
26GHz帯、38GHz帯 18GHz帯 

利用形態 P-P P-MP P-P／P-MP 

アクセス方式 FDD方式 FDD方式、TDD方式 FDD方式、TDD方式 

通信速度 ～156Mb/s ～10Mb/s ～156Mb/s 

P-P ～約10ｋｍ 
伝送距離※ ～約4km ～約1km 

P-MP ～約2km 

採用事業者 

・SONY「ブロードウェイブ」 

・NTT Communications  

「エアアクセス」  など 

・NTT西日本「Bフレッツ ワ

イヤレスタイプ」 

・日本テレコム 

「ODN エアリンク」 など 

・公共業務用 

構成例 

 

収容局へ

ルータ等

IDU

基地局

ODU
ODU

IDU

ルータ等PC

加入者宅

  ※伝送距離は、アンテナの仕様などにより若干異なる。 

 

 また、上記以外にも、PHSと同じ帯域である1.9GHz帯を利用したPHS-FWAなどもFWA技術として

は存在する。しかしながら、伝送速度の問題や使用エリアに関する制限から、普及していないのが

現状である。 

 現在、注目を浴びているものとしては、5GHz帯を使用する手法であり、伝送距離は数百m程度と

短いながらも、約25Mb/s程度という実効速度から、通信事業者において技術検討が進められている。

東京電力においては、平成15年 7月からフィールド実験を実施し、年内における5GHz帯を使用し

たFWAのサービス提供が検討されている。その他にも、北海道滝川市では、北海道総合通信局によ

って、平成14年 10月から平成15年 2月までの期間、5GHｚ帯を利用したブロードバンド環境の実

現に向けた実証実験が行われた。 
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⑥ケーブルインターネット 

 従来のケーブルインターネットにおける規格であるDOCSIS1.1は、上りの最大通信速度が10Mb/s

であり、ADSLなどの他の通信技術と比較すると低速であったが、DOCSIS2.0の出現により、他の通

信技術に対抗できる高速通信が可能となった。特徴としては、幹線区間に光ファイバーケーブルを

用いたり、増幅器（ブースター）を途中に設けることで、長距離にわたり安定した伝送品質を確保

することができるため、広いエリアに提供することが可能である。 

 

図表 3-9 ケーブルインターネット技術の主な仕様 

仕様 DOCSIS2.0 

変調方式 A-TDMA方式、S-CDMA方式 

上り ～30Mb/s 
通信速度 

下り ～42Mb/s 

採用事業者 

 ・ 近鉄ケーブルテレビ 

 ・ イッツコム 

 ・ ケーブルメディア四国 

 ・ 中讃ケーブルビジョン        など 

構成例 

同軸ケーブル

ルータ等

加入者宅 センター

PC

TV
分配
装置

ｹｰﾌﾞﾙﾓﾃﾞﾑ

ﾎｰﾑﾀｰﾐﾅﾙ

インターネットへ

ヘッド
エンド センター

モデム

光ファイバー
ケーブル

同軸ケーブル

ルータ等

加入者宅 センター

PCPC

TVTV
分配
装置

ｹｰﾌﾞﾙﾓﾃﾞﾑ

ﾎｰﾑﾀｰﾐﾅﾙ

インターネットへ

ヘッド
エンド センター

モデム

光ファイバー
ケーブル

 
 

 

⑦光ファイバーケーブル 

 FTTHは、e-Japan戦略の重点政策としても掲げられた超高速ネットワークインフラ手法でもあり、

FTTH の代表的なサービスとしては、NTT 西日本が提供する「B フレッツ」などがあげられ、ケーブ

ルインターネットにおける最新手法としても期待されている。 

 しかしながら、FTTH技術は、他の通信技術と比べて設備が高価であるため、採算性の低い地域で

は、提供が進んでいないのが現状である。 
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3-2 適用の可能性 

(1)適用される要素技術 

①インフラ整備手法の検討 

 前述した要素技術を踏まえ、条件不利地域に対して有効であると考えられるインフラ整備手法を

検討する。また、考えられるインフラ整備手法パターンについて、それぞれを比較することで、最

も実現性が高いインフラ整備手法を明らかにすることとする。 

 

図表 3-10 適用パターン候補の選定手順 

組
み
合
わ
せ
評
価
の
実
施 

単
体
評
価
の
実
施 

要素技術の評価 
条
件
不
利
地
域
に
お
け
る 

イ
ン
フ
ラ
整
備
手
法
の
選
定 

適
用
さ
れ
る
要
素
技
術
の
整
理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②適用される要素技術の整理 

 中継区間及びアクセス区間で考えられる要素技術について、図表 3-11に再度整理を行う。 

 

図表 3-11 適用される要素技術※ 

適用される要素技術 
技術手法 

中継区間 アクセス区間 

無線通信 

・多重無線設備（11G/50Mによる適用） 

・802.11b/g（ｇによる適用） 

・FWA 

（22GHz/26GHｚ/38GHｚ：P-P） 

・802.11b/g（gによる適用） 

・FWA 

（26GHｚ/38GHｚ：P-MP） 

xDSL 
・SDSL 
※ADSL、VDSLについては、上下非対称通信であり、

中継回線としては望ましくないため除外。 

・ADSL（AnnexC G.dmt） 

・VDSL 

・SDSL 

FTTH ・光ファイバーケーブル ・光ファイバーケーブル 

ケーブルインターネット ・光ファイバーケーブル ・DOCSIS2.0 

※ケーブルインターネットの技術手法について、中継区間/アクセス区間ともに光ファイバーケーブルを使用するパターンは、FTTH と同義であるた

め、本要素技術の選択肢から除外した。
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(2)要素技術の評価 

①単体評価 

 インフラ整備手法の検討に当たり、適用の可能性がある要素技術について、「通信の信頼性」「設

備導入期間」「設備導入費用」「運用費用」の視点から単体評価を行った。 

 単体評価におけるポイント付与基準及び評価結果は、図表 3-12、図表 3-13のとおりである。 

 

図表 3-12 評価基準 

評価項目 ポイント 評価内容 

１ もっとも信頼性が低く、通信不能となる時が１日に1回はある。 

２ 信頼性は中程度。場合によっては、通信不能となることがある。 信頼性 

３ もっとも信頼性が高く、安定した通信が期待される。 

１ 設備構築期間が長く、サービス提供するまでに1年以上要する。 

２ ある程度の構築期間を要する。構築期間は3ヶ月以上1年未満。 導入期間 

３ 設備構築期間が短く、2～3ヶ月で構築が可能。 

１ 莫大な導入コストを要する。金額は100,000,000円以上。 

２ ある程度の構築費用が発生する。金額は10,000,000～100,000,000円未満。 導入費用 

３ 最も安価に構築が可能。金額は10,000,000円未満。 

１ 最大通信速度が、10Mb/s未満である。 

２ 最大通信速度が、10Mb/s以上50Mb/s未満である。 通信速度 

３ 最大通信速度が、50Mb/s以上である。 

 

図表 3-13 単体評価結果 

技術手法 
信頼

性 

導入 

期間 

導入 

費用 

通信 

速度 
合計 備考 

多重無線設備 ２ ３ １ ３ ９ 
中継区間技術として、離島部に対して

採用見込みあり。 

802.11b/g ２ ３ ３ ２ １０ 
中継区間については、山間部・離島部

ともに採用見込みあり。 

FWA ２ ２ ２ ２～３ ８～９ 
中継区間については、山間部・離島部

ともに採用見込みあり。 

ADSL ２ ２ ２ ２ ８ 
アクセス区間技術として採用の見込み

あり。 

VDSL ２ ２ ２ ３ ９ 
アクセス区間技術として採用の見込み

あり。 

SDSL ２ ２ ２ １ ７ 
中継区間については、山間部に対して

採用見込みあり。 

FTTH ３ １ １ ３ ８ 

中継区間については、山間部に対して

採用見込みあり。 

アクセス区間については、中継区間が

FTTHの場合、採用見込みあり。 

ｹｰﾌﾞﾙｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

（DOCSIS2.0） 
３ ２ ２ ２ ９ 

アクセス区間技術として、中継区間が

ｹｰﾌﾞﾙｲﾝﾀｰﾈｯﾄの場合、採用見込みあり。 
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②組み合わせ評価 

 中継区間及びアクセス区間で適用の可能性が高い要素技術について、条件不利地域を想定した場

合の組み合わせによる評価を行った。 

 その際、アクセス区間に対し、中継区間の通信速度が著しく低いパターンについては、サービス

提供上、問題があるため、検討対象外とした。また、ケーブルインターネットについては、ネット

ワーク構成上、中継区間だけで採用することは現実的ではないため、本検討の対象外とした。 

 アクセス区間と中継区間における要素技術の組み合わせパターンと最大通信速度を整理すると、

図表 3-14のようになる。 

 

図表 3-14 各要素技術の組み合わせパターンと最大通信速度※１ 

多重無線

設備 
802.11g FWA SDSL FTTH 

ｹｰﾌﾞﾙ 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

中継回線 

 

アクセス回線 52Mb/s 50Mb/s 100Mb/s 2Mb/s 100Mb/s 42Mb/s 

802.11g 50Mb/s 50Mb/s 50Mb/s 50Mb/s 対象外※２ 50Mb/s 対象外※２ 

FWA 10Mb/s 10Mb/s 10Mb/s 10Mb/s 対象外※２ 10Mb/s 対象外※２ 

ADSL 12Mb/s 12Mb/s 12Mb/s 12Mb/s 対象外※２ 12Mb/s 対象外※２ 

VDSL 70Mb/s 52Mb/s 50Mb/s 70Mb/s 対象外※２ 70Mb/s 対象外※２ 

SDSL 2Mb/s 2Mb/s 2Mb/s 2Mb/s 2Mb/s 2Mb/s 対象外※２ 

FTTH 100Mb/s 52Mb/s 50Mb/s 100Mb/s 対象外※２ 100Mb/s 対象外※２ 

ｹｰﾌﾞﾙｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

（DOCSIS2.0） 
42Mb/s 42Mb/s 対象外※２ 対象外※２ 対象外※２ 対象外※２ 42Mb/s 

※１最大通信速度については、理論値上の数値。上下の通信速度が異なる技術については、下りの通信速度値を記載。 

※２サービス提供状況や、ネットワーク構成等において実現的ではないため、本検討の対象外とする。 

 

 

 また、これらの組み合わせパターンについて、要素技術の単体評価を踏まえると、図表 3-15のよ

うな評価になる。 

 

図表 3-15 インフラ整備手法パターン評価結果 

中継回線 
 

アクセス回線 

多重無線 

設備 
802.11g FWA SDSL FTTH 

ｹｰﾌﾞﾙ 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

802.11g ９ １０ ９ － ８ － 

FWA ８ ８ ８ － ８ － 

ADSL ８ ８ ８ － ８ － 

VDSL ９ ９ ９ － ８ － 

SDSL ７ ７ ７ ７ ７ － 

FTTH ８ ８ ８ － ８ － 

ｹｰﾌﾞﾙｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

（DOCSIS2.0） 
９ － － － － ８ 
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③評価結果 

ａ．中継区間における必要条件 

 中継区間に SDSL を用いた場合、通信速度が 2Mb/s と低速であり、アクセス区間の採用インフ

ラ技術によっては、アクセス区間のほうが遥かに高速になってしまい、トラヒックが集中する中

継区間がボトルネックとなる可能性が高く、アクセス区間にも SDSL を採用しない限り、実現性

は低いといえる。 

 中継区間の要素技術の検討に当たっては、アクセス区間の要素技術の通信速度や最大収容数を

考慮し、ある程度、帯域に余裕がある技術を選定する必要があるといえる。 

 

ｂ．アクセス区間における必要条件 

 ケーブルインターネットは通常、アクセス区間と統一したインフラ手法であるため、アクセス

区間のみで採用することは現実的ではないといえる。また、ケーブルインターネットと同じ要素

技術である FTTH についても、前述したとおり、中継区間の要素技術によっては、光ファイバー

ケーブルの利点が制限される結果となることも考えられる。このため、中継区間よりも著しく高

速なインフラ手法は、評価の対象外とする。 

 また、アクセス区間は中継区間とは異なり、加入者宅との接続区間であるため、中継区間に比

べ単体での区間距離は短いが、複数の区間に対しインフラを整備する必要がある。そのため、ア

クセス区間の要素技術の検討に当たっては、拡張性が高く、加入者数の増加にも速やかに対応が

可能な技術を採用することが望ましい。 

 

ｃ．条件不利地域における課題への対応 

 条件不利地域における課題は、「莫大な投資費用の問題」と「事業的な問題」の 2 点である。

そのため、FTTH及びケーブルインターネット（光ファイバーケーブル）については、莫大な導入

費用が発生し、根本的な課題が解決されないことに加え、導入期間が長く、全体的に低い評価と

なっている。 

 また、離島部へのインフラ整備手法を想定した場合、有線技術による整備手法は、海底ケーブ

ルの布設や漁業補償の問題等、莫大な費用が必要となることも予想される。 

 

ｄ．総評 

 インフラ整備手法の各パターンのうち、無線技術と VDSL 技術を採用したパターンが全体的に

評価が高いことが明らかとなった。 

 特に、無線技術は、有線技術に比べ、インフラ整備が容易であることが想定され、適用の期待

が大きいといえる。中継区間・アクセス区間ともにIEEE802.11gを採用した技術においては、短

期導入が可能であり、導入費用・運用費用が安価であることから、10ポイントと最も高い評価と

なった。 
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(3)インフラ整備手法の選定 

 ブロードバンドサービスの提供状況や条件不利地域における要素技術の動向を整理した結果、条件不

利地域におけるブロードバンド化は、技術的には解決が可能であることが明らかとなった。 

 しかしながら、現在の通信事業者が採用している品質の高いインフラ整備手法では、莫大なコストが

かかり、採算性の面からサービスを提供することが困難であることが考えられるため、民間と連携し、

安価に導入が可能となる検討も必要である。 

 また、条件不利地域の地理的条件は、様々であり、一様に同じインフラ整備手法が適しているとは言

い難い。そのため、各条件不利地域において適用の可能性が高いと想定されるインフラ整備パターンを

図表 3-16に整理する。 

 

図表 3-16 条件不利地域におけるインフラ整備手法の適用パターン 

項目 山間部・半島部 

地域の特徴 

・都市部と陸続きで離れている。 

・住宅が広範囲に散在していることが多い。 

・都市部に比べると、人口が少なく、事業性が低い。 

中継区間 ｹｰﾌﾞﾙｲﾝﾀｰﾈｯﾄ（光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ） FTTH 

アクセス区間 ｹｰﾌﾞﾙｲﾝﾀｰﾈｯﾄ（DOCSIS2.0） ADSL 

備考 

・新世代地域ケーブルテレビ施設整

備事業を活用することで、導入費用

を抑えることが期待される。 

・民間の事業採算ラインに乗る世帯

数が確保できれば、導入費用の支援

等で通信事業者の事業化が期待さ

れる。 

項目 離島部 

地域の特徴 

・本島と離れており、通信事業者のインフラ整備が遅れている。 

・通常のインフラ整備（海底ケーブル等）では莫大な費用が必要。 

・人口が極めて少なく、事業性が低い。 

中継区間 無線技術 FTTH 

アクセス区間 IEEE802.11g IEEE802.11g/VDSL/ADSL 

備考 

海面反射や他の無線方式との干渉

により、通信品質が劣化する可能性

がある。 

・中継区間のインフラは、海底水道

管などの活用により、ケーブル布設

が安価に抑えられる可能性がある。 

項目 局所的未提供地域※ 

地域の特徴 

・市街地等に位置している。 

・先進設備が導入されていることで、逆にブロードバンドサービスが提

供されない状態にある。 

・FTTH等は、事業性が低く、提供されていない。 

中継区間 － － 

アクセス区間 FTTH VDSL/ADSL 

備考 

導入費用の支援等、民間との連携に

より、通信事業者による事業化が期

待される。 

導入費用の支援等、民間との連携に

より、通信事業者による事業化が期

待される。 

※局所的未提供地域については、中継区間のインフラは既に整備されているため、アクセス区間のみの検討とする。 
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 前項で評価したインフラ整備手法パターンのうち、合計評価ポイントが最も高い手法である中継区

間・アクセス区間ともに「IEEE802.11g」を採用したインフラ整備手法について、より適用の可能性が高

い手法として捉え、実現の可能性を検討することが有用であると考えられる。 

 

 図表 3-17に、中継区間・アクセス区間ともに「IEEE802.11g」を採用したインフラ整備手法の特徴を

整理する。 

 

図表 3-17 IEEE802.11g によるインフラ整備手法の特徴 

項目 内容 

構成イメージ 

加入者宅

収容局B収容局A

アンテナ

中継回線アクセス回線

アンテナ
アンテナ

メリット ・製品が比較的安価であるため、導入費用が抑えられる。 

・無線技術であるため、有線技術と比べ短期間で構築が可能である。 

デメリット ・無線技術であるため、反射によって通信品質が大きく変わる。 

・特に、周波数帯が 2.4GHz 帯を使用するため、他機器との電波干渉を受けやすい技術であ

るといえる。 

・長距離を中継する場合、複数のアンテナをまたぐため、一層の通信品質の劣化が生じる危

険性がある。 

 

 「IEEE802.11g」の特徴として、導入費用が抑えられるため、採算性の低い条件不利地域についても提

供の可能性が高いことが期待される。しかしながら、無線技術の特徴ともいえる、反射方向や障害物等

によって伝送品質が損なわれる等の懸念要素も存在するため、具体的な可能性を探るために、条件不利

地域において実証実験を行った上で、評価を行う必要がある。 
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4 実証実験の内容と結果 

4-1 実験の概要 

(1)実験体制 

 前項の技術的な解決手法を踏まえ、導入費用が安価で構築期間も短く、最も実現性が期待される

「IEEE802.11g」を利用した解消手法について、ブロードバンドサービスとしての有用性を検証すること

を目的とし、実証実験を行った。なお、今回の実験では、土庄町豊島家浦地区及び池田町吉野地区を実

験フィールドとし、両地区の通信事業者、情報通信関連事業者などの協力のもと、図表 4-1のような組

織体制で実施した。 

 

図表 4-1 実証実験の組織体制 

組織名 主な役割 

土庄町 

土庄町豊島家浦地区における実験フィールドの提供、並びに実験

モニター宅の選定、当協議会と各モニター宅との連絡窓口等を担

当。 

池田町 
池田町吉野地区における実験フィールドの提供、並びに実験モニ

ター宅の選定、当協議会と各モニター宅との連絡窓口等を担当。 

㈱ＳＴＮｅｔ 
本実験に参画する通信事業者、情報通信関連事業者各社の統括、

連絡調整等。 

㈱四電工 
実験回線構築に当たっての詳細設計、並びに無線回線設備の布

設・撤去工事、運用保守（障害対応）等。 

ネットワンシステムズ㈱ 
実験回線のトラフィックや電波受信レベル、通信速度等を常時モ

ニタリング・記録するツールソフトの提供、データ測定等。 

NTT西日本香川支店 

インターネット接続回線（上位回線）としてのﾌﾚｯﾂ ADSL(8M)回線

の提供、並びに無線 LAN 設備の設置場所（離島・山間部のＮＴＴ

局舎、無線鉄塔など）の提供。 

㈱NTTネオメイト四国 
回線設計のための事前調査や回線布設工事等で、NTT局舎や無線中

継所へ入所する際の現地対応、立会等。 

(財）香川情報化推進機構 本調査研究事業全体の統括。 
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(2)実験概要 

 土庄町豊島家浦地区及び池田町吉野地区の両地区における実験概要を図表 4-2、図表 4-3に示す。 

 

図表 4-2 実証実験概要1（土庄町豊島家浦地区） 

項目 内容 

実施期間 平成15年11月14日～平成16年1月26日 

実施地域 土庄町豊島家浦地区（９世帯） 

検証内容 長距離の海上伝搬区間（約10Km。但し、海面からの反射波の影響はほぼ無視

できる。）を含む伝送ルート上でのIEEE802.11g規格による無線回線の品質等

を検証する。 

 モニターについては、家浦地区の住民から募集し、アンケート調査を実施。 

実験システム構成  

NTT 収容ビルNTT 交換所

無線アンテナ

無線 LAN通信（IEEE802.11ｇ）

モニター宅

無線アンテナNTT 中継所

豊島 小豆島

ADSL 通信
（フレッツ ADSL８M タイプ）

インターネット

 

 

図表 4-3 実証実験概要2（池田町吉野地区） 

項目 内容 

実施期間 平成16年1月29日～3月24日 

実施地域 池田町吉野地区（８世帯） 

検証内容  海上伝搬区間（約 6.5km。但し、海面からの反射波の影響大）及び山間区

間を含む伝送ルート上での IEEE802.11g 規格による無線回線の品質等を検証

する。 

 モニターについては、吉野地区の住民から募集し、アンケート調査を実施。 

実験システム構成 
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(3)実験機器概要 

 本実証実験で使用した無線LAN製品及びアンテナの仕様を図表 4-4、図表 4-5に示す。 

 

図表 4-4 無線 LAN製品仕様（無線LAN機器）※ 

項目 仕様 

製品名 SB-5000PA SB-5000 SE-3000（ｱﾝﾃﾅ内蔵型） 

サポート規格 IEEE802.11g/IEEE802.11b準拠 （国内標準規格）ARIB STD-T66 

伝送方式 ・（2.4GHz・54Mbps）直交周波数分割多重方式（OFDM）単信 

・（2.4GHz・11Mbps）直接スペクトラム拡散方式 単信  

周波数範囲 2400～2483.5MHz（全13ch） 

通信速度 ・（2.4GHz・54Mbps）54Mbps（最大） 

・（2.4GHz・11Mbps）11Mbps（最大）  

最大伝送距離 

（見通し） 

パラボラアンテナ～パラボラアンテナ 

（802.11gモード<12Mbps>通信時）・・・10km 

【2.4GHz・54Mbps】 

指向性ロングアンテナ～指向性ロングアンテナ･･･4km 

指向性アンテナ～指向性アンテナ･･･1km 

指向性アンテナ～無指向性アンテナ･･･0.5km 

平面アンテナ～平面アンテナ･･･0.15km 

【2.4GHz・11Mbps】 

指向性ロングアンテナ～指向性ロングアンテナ･･･6km 

指向性アンテナ～指向性アンテナ･･･2km 

指向性アンテナ～無指向性アンテナ･･･1.5km 

平面アンテナ～平面アンテナ･･･0.3km 

【2.4GHz・54Mbps】 

SE-3000内蔵アンテナ～ 

SB-5000無指向性アンテナ 

・・・0.5km 

【2.4GHz・11Mbps】 

SE-3000内蔵アンテナ～ 

SB-5000無指向性アンテナ 

・・・0.8km 

 

※通信相手の SB-5000 は全

てアクセスポイントモード 

送信出力 10mW/MHz以下 

利用場所 ・NTT土庄局 

・NTT壇山中継所 

・NTT家浦交換所 

・池田町消防団第 6 分団吉

野屯所 

・NTT家浦交換所 

・池田町消防団第6分団吉野屯

所 

・モニター宅（中継所） 

・モニター宅 

※SE-3000 は、本実証実験において対象となる IEEE802.11b/g に関する仕様のみ記載。 

出所：アイコム株式会社 ホームページ 

 

図表 4-5 無線 LAN製品仕様（アンテナ） 

項目 仕様 

製品名 SB-5000PA AH-150 AH-151 AH-152 AH-104 

アンテナタイプ パラボラ 

アンテナ 

指向性 

アンテナ 

無指向性 

アンテナ 

指向性ロング 

アンテナ 

平面アンテナ 

形式 グリッドパラボラ 8 エレメント八木

型 

6段コリニア 27 エレメント八

木型 

平面パッチ型 

利得 24dBi 12dBi 9dBi 19dBi 8dBi 

インピーダンス 50Ω 

利用場所 ・NTT土庄局 

・NTT壇山中継所 

・池田町消防団第

6分団吉野屯所 

・NTT家浦交換所 

・池田町消防団第

6分団吉野屯所 

・モニター宅（中

継所） 

・NTT家浦交換

所 

･池田町消防団

第 6 分団吉野

屯所 

・NTT 壇山中継

所 

・NTT家浦交換

所 

出所：アイコム株式会社 ホームページ 
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4-2 無線技術における留意点 

 一般に、海上区間における無線伝搬の受信側では、図表 4-6のように、アンテナ間を直進して到達する

電波（直接波）だけでなく、海面で一旦反射して、直接波から少し遅れて到達する電波（反射波）を足し

合わせた合成波として電波を受信する。 

 この反射波は、伝搬距離（Ｌ２＋Ｌ３）が直接波（Ｌ１）に比べて長く（Ｌ２＋Ｌ３＞Ｌ１）、直接波に対

して位相が遅れるため、それら両波の合成波は本来の波形（直接波の波形）と比べて歪んだ形となってし

まう（図表 4-7参照）。 

 

図表 4-6 海上区間における無線回線の伝搬ルート 

 
L1 

L L

直接波 

反射波 

θ θ 

※ （Ｌ2＋Ｌ3）＞Ｌ1   のため、直接波と反射波の位相がずれ  

 

図表 4-7 直接波、反射波と合成波の関係 

 

位相差 
0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200 220 240 260 280 300 320 340 360

直接波
反射波
合成波

※たとえ同じ波形であっても、２波の位相がずれていれば、その合成波は元の波形

とは違う波形になってしまう。 

位相差１５０°の場合 
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 これは、ビットエラー率の上昇や電波受信レベル低下などにつながるため、実際の回線設計においては、

①反射波が島や半島、山などで遮断され、直接波しか受信されないようなルートを探す、あるいは、②ス

ペースダイバーシティ・アンテナを設置し、複数の受信波の位相を揃えてから合成する、などといった対

策を講じることが、安定した無線通信を確保する上で重要な要件となってくる（図表 4-8、図表 4-9参照）。 

 

図表 4-8 反射波の影響を抑えるための対策1 

 ①反射波が島や半島、山などでうまく遮断されるようなルートを設定する。

 

 

図表 4-9 反射波の影響を抑えるための対策2 

②スペースダイバーシティ・アンテナを設置し、複数波の位相を揃えて合成する。

スペース 
ダイバーシティ・ 
アンテナ 

 
 

 なお、土庄町豊島家浦地区の実験では、NTT西日本が事業用回線として実際に使用しているNTT土庄局

－NTT壇山中継所間無線ルートと同一のライン上に回線を構成しているが、このルートをとることで、同

区間の海面反射波は、土庄町にある大深山（標高227ｍ）北側の尾根で遮断されるため、安定した回線品

質が得られるものと期待される。 

 しかし、池田町吉野地区の実験では、NTT土庄局～池田町吉野地区池田町消防団第６分団吉野屯所の防

災アンテナまでは、海上区間の伝搬となり、海面反射波の影響が考えられる。 
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4-3 実験回線の構成 

(1)土庄町豊島家浦地区 

①無線中継区間のルート設定 

 土庄町豊島家浦地区を実験フィールドとするに当たっては、まず、同地区まで高速の無線中継回

線を布設していかなければならない。そこで、当協議会では、メンバー各社の協力のもと、見通し

のとれる無線伝搬ルート及び無線設備の設置場所などを図面調査及び現地調査の結果を踏まえ、最

終的に図表 4-10のような無線ルートを設定することとした。 

 

図表 4-10 豊島家浦地区実証実験で布設した無線中継回線のルート 

 

 

 

 ただし、本ルートでは、NTT土庄局からNTT壇山中継所までの海上区間が約10ｋｍもの長距離で

あり、従来の無線LAN製品（八木アンテナ型）では十分な電波強度が得られず、ルート設定が行え

ない。 

 そこで、本実験では、アイコム株式会社（以下、アイコム）が平成15年 9月末に発売したばかり

のパラボラアンテナ型ビル間通信ユニット「SB-5000PA」を使用することにした。本製品は、2.4GHz

帯・54Mbps（IEEE802.11g規格）で最大伝送距離5ｋｍ、あるいは、2.4GHz帯・11Mbps（IEEE802.11

ｂ規格）で最大伝送距離10ｋｍ（いずれも定格値）という、伝送距離と速度を安価に両立する製品

であるが、今回の実験では、回線速度を重視し、IEEE802.11g 規格で 10ｋｍの海上伝搬を含む無線

LAN通信がどの程度の回線品質を維持するかについて調べることとした。 
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②無線中継地点における無線機器の構成 

 各中継地点における無線機器の構成を図表 4-11、図表 4-12に示す。 

 

図表 4-11 各中継地点における無線機器の構成（概念図） 

 

 

図表 4-12 各中継地点に設置した無線機器 

設置場所 使用した無線機器 アンテナ方向 使用したアンテナ 

NTT土庄局 ・ビル間通信ユニット

「SB-5000PA」 

（送受信機・パラボラアン

テナ一体型）… １セット 

NTT壇山中継所 ・「SB-5000PA」に付属のパラボラ

アンテナ… １セット 

NTT土庄局 ・「SB-5000PA」に付属のパラボラ

アンテナ… １セット 

NTT壇山中継所 ・ビル間通信ユニット
「SB-5000PA」 

（送受信機・パラボラアン

テナ一体型）… １セット 

NTT家浦交換所 ・指向性アンテナ「AH-150」 

… １セット 

NTT壇山中継所 ・指向性ロングアンテナ「AH-152」 

… １セット 

・ビル間通信ユニット

「SB-5000PA」 

（送受信機単体） 

… １セット 

モニター宅 

（７件） 

・無指向性アンテナ「AH-151」 

… １セット 

NTT家浦交換所 

・ビル間通信ユニット

「SB-5000」 

（送受信機単体） 

… １セット 

モニター宅 

（２件） 

・平面アンテナ「AH-104」 

… １セット 
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③機器の設置状況 

ａ．NTT土庄局 

 NTT土庄局には、屋上にアイコム製ビル間通信ユニット「SB-5000PA」を１機設置し、NTT壇山

中継所方向に向けてパラボラアンテナを固定した。 

 

図表 4-13 NTT 土庄局のアンテナ位置から見たNTT壇山中継所の無線鉄塔 

 

 

 また、屋上階フロアには、最終的なインターネット接続回線として、同局内の ADSL 親局装置

（DSLAM）からﾌﾚｯﾂ ADSL（8M）回線（電話回線及びADSLモデム内蔵ブロードバンドルーター「Web 

Caster 600MS」）を新設し、屋外のSB-5000PA とルーター間をLANケーブルで接続した。 

 このほか、実験回線における通信品質の調査を行うため、ネットワンシステムズ㈱の開発した

モニタリングツールを同フロア内に併設し、回線の状況を常時モニタリングを行った。 

 なお、実験期間中に、万が一、モニター宅から回線障害の連絡を受けた際に、現地でのオンサ

イト対応をしなくても、（財）香川情報化推進機構の事務所から速やかに障害個所の切り分けが

行えるよう、同事務所からNTT土庄局のモニタリングツールの収集データに対してダイヤルアッ

プ接続によるリモートアクセスが行える環境を整備した。 

 

図表 4-14 実験回線へのリモートアクセス環境 

監視システム構成

ＮＴＴ土庄局

ＮＴＴ番町ビル 家浦地区

池田町消防団
第６分団吉野屯所

モニター宅
（中継所）

ＰＨＳ

ＮＴＴ土庄局

ＮＴＴ番町ビル 家浦地区

池田町消防団
第６分団吉野屯所

モニター宅
（中継所）

ＰＨＳ

ＮＴＴ土庄局ＮＴＴ土庄局

ＮＴＴ番町ビル 家浦地区

池田町消防団
第６分団吉野屯所

モニター宅
（中継所）

ＰＨＳ
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ｂ．NTT壇山中継所 

 NTT壇山中継所には、直接見通しの効かないNTT土庄局とNTT家浦交換所の間の無線回線を中

継するため、NTT土庄局向きにパラボラアンテナ型無線ユニット「SB-5000PA」を、また、NTT家

浦交換所向きに指向性アンテナ「AH-150」をそれぞれ設置した。 

 

図表 4-15 NTT 壇山中継所のパラボラアンテナ位置から見たNTT土庄局 
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ｃ．NTT家浦交換所 

 モニター宅とのアクセスポイントの設置に当たっては、NTT 家浦交換所が家浦地区のほぼ中心

に位置し、また、無線鉄塔が存在することから、アクセスポイントを設置するためには好都合の

場所である。そこで本実験では、この無線鉄塔を活用し、各モニター宅から十分に見通しのとれ

る比較的高い足場位置（地上約20ｍ）に、壇山中継所からの中継回線及びモニター宅向けアクセ

スポイントとして、それぞれ無指向性アンテナ「AH-151」、指向性ロングアンテナ「AH-152」を

設置した。 

 

図表 4-16 アクセスポイントとモニター宅の位置関係 

 

 

 

 

 但し、図表 4-16中のＡ宅に関しては、図表 4-17のように、アクセスポイントからの距離があ

まりにも近すぎてアンテナの電波が十分に届かないため、本実験では、Ａ宅にだけ別途、指向性

のある平面アンテナ「AH-104」を用いて、鉄塔最上部から電波を送出することにした。 

 

図表 4-17 無指向性アンテナからの距離による電波強度の違い 

 
無指向性アンテナ 

電波の到達可能な領域 

Ａ宅 

十分な電波強度が

得られない領域 

電波の到達可能な領域 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

ｄ．家浦地区モニター宅 

 家浦地区の9件のモニター宅には、NTT家浦交換所の鉄塔（アクセスポイント）が見通せる位

置に無線LANユニット「SE-3000」（アンテナ内蔵型無線機）を設置した。取付位置としては、テ

レビアンテナ、あるいは2階のベランダ等が鉄塔から見通せる位置にあればそこに固定、モニタ

ー宅周辺の地形や、モニター宅と近隣住宅の位置関係などにより、固定できそうな個所がなけれ

ば、家主の了承を得て、屋根などに専用金具を取り付け、それに固定した。 

 

図表 4-18 モニター宅における無線LANユニット固定方法 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

(2)池田町吉野地区 

①無線中継回線のルート設定 

 池田町吉野地区を実験フィールドとするに当たっては、まず、同地区まで高速の無線中継回線を

布設していかなければならない。そこで、当協議会では、メンバー各社、池田町の協力のもと、見

通しのとれる無線伝搬ルート及び無線設備の設置場所などを検討し（図面調査及び現地調査）、最終

的に以下のような無線ルートを設定することとした。 

 

図表 4-19 豊島家浦地区実証実験で布設した無線中継回線のルート 

 

 

 

 ただし、本ルートも土庄町豊島家浦地区と同様、土庄局から池田町吉野地区池田町消防団第6分

団吉野屯所の防災アンテナまでの海上区間が約 6.3ｋｍとなり、反射波を遮るものがないためスペ

ースダイバーシティを用いる予定でアンテナの敷設工事を実施したが、八木アンテナでは十分な電

界強度が得られず、スペースダイバーシティを用いた実験を行うことができなかった。そこで、パ

ラボラアンテナ型ビル間通信ユニットのみを用いた回線構成により実証実験を実施した。 

 本製品についても、IEEE802.11g 規格と IEEE802.11ｂ規格が使用できるが、回線速度を重視し、

IEEE802.11g 規格で 6.3km の海上伝搬を含む無線 LAN 通信がどの程度の回線品質を維持するかにつ

いて調べることとし、IEEE802.11g を採用することとした。 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

②無線中継地点における無線機器の構成 

 各中継地点における無線機器の構成を、図表 4-20、図表 4-21に示す。 

 

図表 4-20 各中継地点における設置した無線機器構成（概念図） 

 

 

 

図表 4-21 各中継地点に設置した無線機器 

設置場所 使用した無線機器 アンテナ方向 使用したアンテナ 

NTT土庄局 ・ビル間通信ユニット

「SB-5000PA」 

（送受信機・パラボラアン

テナ一体型） … １セット 

NTT壇山中継所 ・「SB-5000PA」に付属のパラボラ

アンテナ… １セット 

NTT土庄局 ・「SB-5000PA」に付属のパラボラ

アンテナ… １セット 

・ビル間通信ユニット

「SB-5000PA」 

（送受信機・パラボラアン

テナ一体型） … １セット 

モニター宅 

（５件） 

・無指向性アンテナ「AH-151」 

 … １セット 

池田町消防団

第６分団吉野

屯所 

・ビル間通信ユニット

「SB-5000」 

（送受信機単体） 

… １セット 

モニター宅 

（中継所） 

・指向性アンテナ「AH-150」 

 … １セット 

池田町消防団第

６分団吉野屯所 

・指向性アンテナ「AH-150」 

 … １セット 

モニター宅 

（中継所） 

・ビル間通信ユニット

「SB-5000」 

（送受信機単体） 

 … １セット 

モニター宅 

（２件） 

・平面アンテナ「AH-104」 

 … １セット 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

③機器の設置状況 

ａ．NTT土庄局における機器設置状況 

 NTT土庄局には、アンテナ鉄塔第3プラットに、アイコム製ビル間通信ユニット「SB-5000PA」

を1機設置し、池田町消防団第6分団吉野屯所の防災アンテナに向けてパラボラアンテナを固定

した。 

 

図表 4-22 NTT 土庄局のアンテナ位置から見た池田町消防団第6分団吉野屯所方向 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

ｂ．池田町消防団第6分団吉野屯所における機器設置状況 

 池田町消防団第 6 分団吉野屯所には、NTT 土庄局向きにパラボラアンテナ型無線ユニット

「SB-5000PA」、モニター宅向けアクセスポイントとして無指向性アンテナ「AH-151」、また、池

田町消防団第6分団吉野屯所よりの見通しを確保できないモニター宅のために中継を行う中継モ

ニター宅向きに指向性アンテナ「AH-150」をそれぞれ設置した。 

 

図表 4-23 池田町消防団第６分団吉野屯所の防災アンテナに設置したアンテナ設備 

 

 

 

図表 4-24 池田町吉野地区から見たNTT土庄局 

NTT 土庄局 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

ｃ．中継所（モニター宅）における機器設置状況 

 池田町消防団第6分団吉野屯所の無指向性アンテナによるアクセスポイントからの電波を受け

ることができないモニター宅（2件）に対しては、電波を受けることができるモニター宅を中継

所として設け、吉野屯所向け及びモニター宅向けアクセスポイントとして、それぞれ平面アンテ

ナ「AH-104」、指向性アンテナ「AH-152」を設置した。 

 

図表 4-25 アクセスポイントとモニター宅の位置関係 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

ｄ．吉野地区モニター宅における機器設置状況 

 吉野地区の7件のモニター宅には、屯所の防災アンテナ（アクセスポイント）及び中継所の平

面アンテナが見通せる位置に無線LANユニット「SE-3000」（アンテナ内蔵型無線機）を設置した

取付位置としては、テレビアンテナ、あるいは2階のベランダ等が鉄塔から見通せる位置にあれ

ばそこに固定するが、モニター宅周辺の地形や、モニター宅と近隣住宅の位置関係などにより、

固定できそうな場所がなければ、家主の了承を得て、屋根などに専用金具（ポール等）を取り付

け、それに固定した。 

 

図表 4-26 モニター宅における無線LANユニット固定方法 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

4-4 実験用ネットワークの評価 

(1)モニタリングツールによる評価 

 ネットワンシステムズ㈱が開発した、実証実験用無線 LAN システムの中継区間における受信レベル及

び通信トラフィック等を記録するツールにより、実証実験期間中の中継用無線 LAN 装置の各種データを

記録した。 

 土庄町 NTT土庄局～豊島 NTT壇山中継所間の壇山側の測定データと、土庄町 NTT土庄局～池田町吉野

屯所間の吉野屯所側の測定データを、それぞれ図表 4-27、図表 4-28に示す。 

 

図表 4-27 土庄町豊島檀山に設置した無線中継装置の通信状況記録データ※ 

 
信号受信レベル 

通信トラフィック 

 

※平成15年 12月 11日（木）～平成15年 12月 18日（木）の１週間のデータ。 

※通信トラフィックについては、実際のデータ送受信が発生した場合のみ記録されるため、利用されていないときはゼロ

となっている。 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

図表 4-28 池田町吉野屯所に設置した無線中継装置の通信状況記録データ※ 

 
信号受信レベル 

通信トラフィック 

 
※平成16年 3月 15日（月）～平成16年 3月 22日（月）の１週間のデータ。 

※通信トラフィックについては、実際のデータ送受信が発生した場合のみ記録されるため、利用されていないときはゼロ

となっている。 

 

 

 図表 4-27の土庄町豊島檀山に設置した中継用無線LAN装置のデータを見ると、受信レベルの変動

が少なく通信状態が安定していることが分かる。 

 また、図表 4-28の池田町吉野屯所に設置した中継用無線LAN装置のデータを見ると、信号受信レ

ベルのグラフは土庄～豊島壇山区間に比べ、変動の振幅、周期が大きくなっている。 

 これは海面反射の影響（潮の干満による反射波と直接波の干渉状況が変動）の違いによるものと

考えられる。つまり、土庄～豊島壇山間については地形的に反射波を遮るルートとなっているが、

土庄～池田町吉野屯所間は反射波を遮る障害物が存在しない上、反射点が反射率の高い海面である

ことも反射波による干渉の影響を大きく受ける要因になったと考えられる。 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

 また、前に述べた豊島壇山(対土庄)と池田町吉野屯所(対土庄)の中継装置で記録した、1 ヶ月間

（平成16年 2月下旬～3月下旬）の信号受信レベルの推移を図表 4-29に示す。 

 

図表 4-29 豊島壇山と池田町吉野屯所の信号受信レベル推移 

 
豊島壇山（対土庄）受信レベルの推移 

吉野屯所（対土庄）受信レベルの推移 

 

 

 1 ヶ月間の推移を表すグラフを見ると、土庄～豊島壇山間は 1 ヶ月間通して受信レベルが安定し

ているが、土庄～吉野屯所間は短期間でのレベル変動のみでなく比較的長い周期での受信レベルの

変動が確認できる。 

 土庄～池田町吉野間のように海上伝搬で反射波の影響が大きいルートへの本方式の適用について

は、規定の受信レベルを満足している場合は問題ないが、受信レベルが一定値を満たさない状態が

発生する場合は、ルートの再検討やスペースダイバーシティの適用等の対策が必要になるため、回

線設計時におけるルート選定や干渉調査の重要性を測定データから確認することができた。 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

(2)住民モニターによる評価 

①モニターによる速度測定結果 

 土庄町豊島家浦地区及び池田町吉野地区の各モニター宅において、インターネットの実効通信速

度を計測した。モニター宅における実効速度測定結果を図表 4-30、図表 4-31に示す。 

 

図表 4-30 土庄町豊島家浦地区モニターにおける測定通信速度分布 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9
頻度（回）

0.4～0.69 0.7～0.99 1.0～1.29

実効通信速度（Mb/s)

通信速度ヒストグラム（豊島家浦地区）

 

 

図表 4-31 池田町吉野地区モニタ－における測定通信速度分布 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

頻度（回）

0.1～0.39 0.4～0.69 0.7～0.99 1.0～1.29 1.3～1.59 1.6～1.89 1.9～2.19 2.2～2.49

実効通信速度（Mb/s)

通信速度ヒストグラム（池田町吉野地区）

 

 

 電波状態や回線の利用状況による変動を考慮しても、土庄町豊島家浦地区では平均速度が約

0.8Mb/s、池田町吉野地区では2Mb/sを超える実効通信速度が測定できた。但し、吉野地区の測定結

果では、測定値に大幅なばらつきがあり、土庄～池田町吉野地区間の回線品質の変化が大きいこと

が確認できる。 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

②モニターアンケート結果 

 土庄町豊島及び池田町吉野におけるブロードバンド化実証実験モニターに対し、利用状況や要望

等に関するアンケート調査を実施した（アンケート票については、資料編を参照）。 

 

ａ．モニターの属性 

 土庄町豊島家浦地区でのモニター9 世帯中、回答数が 8 件。池田町吉野地区でのモニター8 世

帯中、回答数が7件で合計15件の回答を得た。インターネット利用度合いの高い20代～30代の

モニターが少ないが、ブロードバンドの条件不利地域となっている地域の特性と想定できる。 

 また、モニターの年齢及び性別を図表 4-33に示す。 

 

図表 4-32 モニターの年齢構成 

5人

0人

1人 3人 4人

0人

2人

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

 

 

図表 4-33 モニターの性別構成 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

ｂ．利用頻度及び利用時間 

 実証実験用ブロードバンドの利用頻度と利用時間を図表 4-34、図表 4-35に示す。 

 

 図表 4-34 インターネット利用頻度 

週に２～３回
53%

週に一回程度
13%

ほとんど利用しな
かった
7% ほぼ毎日

27%

 

 

図表 4-35 インターネット利用時間 

30分～1時間
40%

1時間～1.5時間
7%

1.5時間～2時間
7%

30分未満
46%

 

 

 ダイヤルアップ接続によりインターネットを利用している方を対象にモニター選定している

ため、総じて利用頻度が高い。また、一日当たりの利用時間については、利用目的が従来と変わ

らないモニターの場合は、ブロードバンド化によって利用する情報量の増加につながったことが

うかがえる。 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

ｃ．実験参加前との利用頻度の比較 

 図表 4-36に実験参加前との利用頻度比較を示す。実験参加前と比較すると、全体の約 4 割の

モニターが、利用頻度が増加していることが分かる。 

 

図表 4-36 実験参加前との利用頻度比較 

特に変わりなし
67%

利用頻度が増
加
33%

 

 

ｄ．利用したいブロードバンドコンテンツ 

 今後ブロードバンドで利用したいコンテンツやサービスについては、動画コンテンツとの回答

が全体の70％に達し、次いで、テレビ電話となった。ブロードバンドサービスを利用する動機と

して動画コンテンツへのニーズが高いことに続き、遠隔地で会うことが困難な家族などとのコミ

ュニケーション手段としても、期待されていることがうかがえる。 

 

図表 4-37 今度利用したいブロードバンドコンテンツについて 

11 3 1

動画コンテンツ

テレビ電話

ゲーム
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

ｅ．通信速度及び接続性に関する満足度 

 通信速度とインターネットへの接続性に関する満足度についての回答を、図表 4-38に示す。 

 

図表 4-38 通信速度及び接続性に関する満足度 

���������������
���������������
���������������
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���������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������

�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������

2人

4人

8人

4人 7人

4人 1人速度満足度

接続性満足度

���
満足���
やや満足

やや不満

不満

 

 

 通信速度に関しては、約 6 割以上のモニターから、今回の実験で用いた無線 LAN 方式に対し、

「ほぼ満足」との評価を得ることができた。ただし、接続性に関しては半数が「やや不満」との

回答を示しており、電波の状態によっては不安定になる場合があることから、無線LAN方式を導

入する場合には十分考慮すべき課題といえる。 

 

 

ｆ．ブロードバンドサービス利用意識 

 ブロードバンドサービスの利用意識についての回答を、図表 4-39に示す。 

 

図表 4-39 ブロードバンドの利用意識 

�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������

�������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������������������
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����������������������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������������������

40%
7%

53%
���
是非利用したい���

���利用料金によるが利用したい
未回答

 

 

 モニターの40％が「利用したい」と答えた。利用料金については、通信事業者の提供するブロ

ードバンドサービスに準じる料金で提供されるのが望ましいとの回答を得た。 
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(3)実証実験結果に対する技術的見解 

①家浦地区と吉野地区での実効速度の差異について 

 家浦地区と吉野地区で測定された速度の最大値が大きく異なっているが、これは無線ルートの通

信距離の違いが主な要因と考えられる。 

 無線 LAN方式は一般的に、設置するアンテナにより通信距離が異なるが、今回設置したパラボラ

アンテナでは10km(802.11g)で理論値12Mb/sが性能限界となっている。土庄～豊島壇山間の距離が

約10kmあり、本来高速な802.11g方式を用いても、最大実効速度は約4～5Mb/sになるため、区間

距離が約6.3kmの土庄～池田町吉野間と比較すると平均的な実効速度は低くなると考えられる。た

だし、土庄～池田町吉野間については測定された通信速度の変動幅が大きく、通信距離が短い場合

でも条件によっては実効速度が低下することが推定できる。 

 

②測定通信速度のばらつきについて 

 離島への通信に対し無線方式の適用する場合、海上伝搬による反射波の影響を考慮する必要があ

る。 

 今回の実証実験では両ルートとも海上区間を含むが、土庄～豊島壇山間は小豆島側の地形により

反射波がカットされる場所にアンテナを設置していたため、影響が少なかったと考えられる。一方、

土庄～池田町吉野間については、反射波をカットできる場所にアンテナを設置することができなか

ったため、潮位によって反射波の影響を受け通信状態が変動し、実効速度に影響を及ぼした可能性

があることが想定される。 

 

③無線 LAN回線の安定性について 

 池田町吉野地区での実験運用期間中、無線LAN回線の不調により通信不能となった時期があり、

無線LAN装置のリセットにより回復したが、土庄～豊島ルートの回線品質に比較すると、受信レベ

ルの変動が大きく、モニターのインターネット利用時にも影響があったと推測できる。原因につい

ては反射波による干渉や、通信環境の変動（気温・湿度）による影響などが想定されるが、具体的

な原因については本実証実験期間では明らかにすることができなかった。 

 

④離島部への適用について 

 土庄町豊島家浦地区及び池田町吉野地区における実証実験結果より、離島部への中継回線として

今回利用した無線方式(IEEE802.11g)を適用する場合、有線によるブロードバンドサービスと比較す

ると通信品質は劣るものの、人口の少ない離島では中継回線として十分な帯域を確保でき、かつ導

入コストが安く導入期間も短期間であることなどから総合的には有用な手法であると判断できる。 

 しかしながら、中継距離が長い伝送路に導入する場合は、十分な帯域が確保できない場合があり、

通信品質も大きく低下する恐れがあるため、中継経路や使用するアンテナ製品の十分な検討が必要

である。 
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5 本県の条件不利地域の解消に向けて 

 これまでの検討を踏まえ、本県における条件不利地域の解消に向けた施策の方向性について検討する。 

 

5-1 基本的な方針 

(1)基本目標 

 ブロードバンドサービスは、既に社会生活にとって不可欠なものとなってきており、本県においては、

最終的に、ニーズのあるすべての地域においてブロードバンドサービスが利用できることを目指す。 

 

本県における条件不利地域解消の目標 

 

－全県どこでもブロードバンドサービスエリアに－ 

 

最終的に、県内のニーズのある全居住地域でブロードバンドサービスが利

用できる環境を整えることを目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)条件不利解消の方針 

 条件不利地域の地理的条件を踏まえ、大きく次の3つに分けて、解消策を実施することが考えられる。 

 

①山間部・半島部 

 陸続きではあるが、途中、障害となる山等がある内陸部や、市街地などの中心部から離れている

半島部等 

 

②離島部 

 本土間と光ファイバーケーブル等のインフラが整備されていない離島 

 

③局所的条件不利地域 

 通信事業者の設備状況などにより、本来であればブロードバンドサービスの提供地域であるにも

かかわらず、局所的にADSLが利用できず、他のサービス提供もない地域 
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5-2 山間部・半島部 

 中継インフラ整備の大きな障害要因となる海がなく、面的にも一定密度で利用者が存在する地域におい

ては、従来とられてきた手法や、通信事業者が現在提供しているサービスの延長線上での対応が可能であ

る。 

 具体的なエリアとしては、琴南、仲南、財田の各町、東かがわ市福栄・五名地区、及び詫間町荘内半島

等がこれに当たる。 

 実績のある手法として、新世代ケーブルテレビ施設整備事業を活用して CATV 網を整備し、これにより

ブロードバンドサービスを提供することが考えられる。今後、放送のデジタル化が計画化されており、そ

の対応も視野に入れ、CATV網の整備を進めることが考えられる。 

 ADSL については、行政等が通信事業者への要望をとりまとめることで、サービスの提供を促進するこ

とが考えられる。また、直島では、香川新世紀高速情報ネットワークの整備により通信回線の高速化が進

んだ結果、ブロードバンドサービスのエリアとする道が開けた。このように、行政が民間サービスを活用

することにより、高速通信回線の整備が促進され、ブロードバンドサービスエリアの拡大につながること

が考えられる。また、通信事業者への何らかの支援を行うことにより、通信事業者によるサービスエリア

の拡大が図られるような支援のあり方を検討することが必要になることも考えられる。 

 このような手法が適用可能な地域については、早期に対応策を実施していくことが望まれる。 

 

図表 5-1 適用可能な対応方策 

インフラ CATV ADSL 

支援施策 
・新世代地域ケーブルテレ

ビ施設整備事業（総務省） 

・加入支援 

・行政による高速通信回線の

利用 

・自治体による補助等 

本施策の適用が向く

地域の特徴 

・ケーブルテレビ事業の計

画がある地域 

・民間のADSL活用スキー

ムが適合しない地域 

・民間の事業採算ラインにの

る世帯数が確保できる地

域 

・民間の事業採算ラインに

のる世帯数が確保できる

可能性のある地域 

支援主体と支援概要 

○自治体： 

・センター設備、ネットワ

ーク設備等の整備費用へ

の一部補助 

○自治体： 

・要望、加入希望者のとりま

とめ 

 

○自治体： 

・加入希望者のとりまとめ 

・局設備整備費用の補助な

ど 

整備実施主体 
・市町 

・第３セクター 
・通信事業者 ・通信事業者 

サービス提供事業主

体 

・市町 

・第３セクター 
・通信事業者 ・通信事業者 

事例 

・高松市、坂出市、観音寺

市、丸亀市、宇多津町、

さぬき市、豊浜町、大野

原町、塩江町、仁尾町等 

・直島 等 
・秋田県 

・兵庫県 等 
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5-3 離島部 

(1)対応の考え方 

 中継インフラの整備運用に多大なコストがかかる地域や居住密度が低く、インフラの整備・運用に大

きな障害がある地域においては、民間の努力や行政単独による対応では、条件不利地域の解消を図るこ

とは不可能である。 

 そこで、行政、住民（利用者）、民間（事業者）が、公共の価値、互いの価値を認め合い、活用できる

資産や得意な能力・活力を持ち寄って役割分担し、妥協できる点は妥協し合うという、「官民協働の課題

解決」により、条件不利地域の解消を図ることを基本方針とすることが必要である。 

 各セクターが持つ能力・活力を活用し、実施・対応が可能なこととして、図表 5-2のような事項が挙

げられる。 

 

図表 5-2 各セクターの特質と考えられる課題解決策 

セクター できること 内容・具体例 

財政支援 

施設の整備 

整備に対する補助 

運用費用に対する補助 

活用可能な資産の提供 
用地や施設・場所の提供 

行政ネットワークの開放・提供 

事業全体のコーディネート 
支援事業、ブロードバンドサービス提供事業全体

のスキームの策定、推進 

行政間の調整 
国の補助金の確保 

国に対する要請 

行政（県・市町） 

事業の公益性の付与 
行政が参加することにより事業の公益性を与え、

関係者の協力の得やすくする 

加入者のとりまとめ・加入促進 地域の利用者のとりまとめ 

利用者サポート・互助 利用者同士で利用面のサポートを行い、サポート

サービスを不要とする 

品質の妥協 速度、安定性、保守サービスに対する妥協 

サポートサービスの肩代わり 

住民（利用者） 

料金の妥協 市街地のサービス料金より高い場合でも妥協 

ノウハウの提供 低コストで高品質のサービスを提供する技術の提

供や、事業運営ノウハウの提供 

余剰資産の提供 使われていない設備や施設の提供 

利用できる施設や用地の提供 

事業利益水準の妥協 一般的なエリアで得られる利益より低い水準での

サービス提供 

民間（事業者） 

新しいビジネスモデルの提

案・開発 

民間のアイディア、機動性を生かし、新たな収益

源を事業に組み込む 

 

 県、市町が活用可能な国の支援施策としては、具体的に以下のようなものがある（詳細は資料編を参照）。 

 

○地域イントラネット基盤施設整備事業 

○加入者系光ファイバ網設備整備事業 

 

 ただし、これらの支援施策は、市町単位で受ける必要があったり、町が対象で、市が対象でないなどの

点で、適用が難しいことが課題である。 
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(2)考えられる事業スキーム例 

 以上の各セクターの活力をコーディネートした条件不利地域の解消策として、図表 5-3で示すような

スキームが考えられる。 

 各セクターが互いの得意分野で果たせる役割を果たすとともに、条件不利地域であるという特殊事情

を考慮し、ある程度の速度のサービスを常時接続環境で提供することを最優先に事業実施する。その際、

今回実証実験で活用可能性が確認できた無線LANの活用等、安価に実現することを検討する。 

 このような事業を県下でひとつのスキームで実施することにより、各市町が個別に行う必要のある事

業検討・調整作業を不要化することができる。また、機器や適用技術を統一することにより、全体の機

器調達や保守コストを削減する効果も期待できる。 

 

図表 5-3 官民協働による条件不利地域の解消事業のスキーム（例） 

国

住民

民間

⑲事業者は新たな加入者獲得やビジネス収入をインセンティ
ブとして事業の継続とサービス向上を図る

⑦各地域で加入者グループを組織化

⑧加入者グループに加入者の募集を行ってもらう

⑱一次サポート、日常的な利用相談は各地域のリー
ダーが実施する

県・市町

（協議会）

⑩事業主体を公募する

⑪事業主体として応募する

①条件不利地域を抱える市町および県で協議会を立ち上げる

③国の補助の適用ができない場合には財政的支援等を検討す
る

④これらの整備インフラの活用を前提に、事業的に成立する料
金水準、サービス水準、その他の支援措置を検討し、協議会とし
ての具体的なサービス事業モデルを確立する

⑤各市町がインフラ整備を行う

⑨加入者数をとりまとめ、公募の条件（加入者数保証、料金水準、
サービス水準、提供期間）を精査する

⑬IRU契約を行う

⑭インフラの保守・管理を実施する

⑯加入者と事業主体がサービ
ス利用契約を行う

⑰ブロードバンドサービスを提
供する

⑥各市町が、対象地域で、事
業説明を行い加入者を募る

⑮県・市町は、各地域のリー
ダー（世話役）を養成する

○整備・活用するインフラの候補

・中継系：国の補助 ：FWA、FTTH

　　　　　　県・市町による整備 ：無線LAN

・加入者系 ：DSL、無線LAN

②県がコーディネートし、国に補
助（地域イントラ等）事業を申請、
補助を受ける

⑫総合評価や価格入札により事業
主体を決定する

国

住民

民間

⑲事業者は新たな加入者獲得やビジネス収入をインセンティ
ブとして事業の継続とサービス向上を図る

⑦各地域で加入者グループを組織化

⑧加入者グループに加入者の募集を行ってもらう

⑱一次サポート、日常的な利用相談は各地域のリー
ダーが実施する

県・市町

（協議会）

⑩事業主体を公募する

⑪事業主体として応募する

①条件不利地域を抱える市町および県で協議会を立ち上げる

③国の補助の適用ができない場合には財政的支援等を検討す
る

④これらの整備インフラの活用を前提に、事業的に成立する料
金水準、サービス水準、その他の支援措置を検討し、協議会とし
ての具体的なサービス事業モデルを確立する

⑤各市町がインフラ整備を行う

⑨加入者数をとりまとめ、公募の条件（加入者数保証、料金水準、
サービス水準、提供期間）を精査する

⑬IRU契約を行う

⑭インフラの保守・管理を実施する

⑯加入者と事業主体がサービ
ス利用契約を行う

⑰ブロードバンドサービスを提
供する

⑥各市町が、対象地域で、事
業説明を行い加入者を募る

⑮県・市町は、各地域のリー
ダー（世話役）を養成する

○整備・活用するインフラの候補

・中継系：国の補助 ：FWA、FTTH

　　　　　　県・市町による整備 ：無線LAN

・加入者系 ：DSL、無線LAN

②県がコーディネートし、国に補
助（地域イントラ等）事業を申請、
補助を受ける

⑫総合評価や価格入札により事業
主体を決定する

 

＊IRU(indefeasible right of user：破棄し得ない使用権 

 

 このようなスキームで事業を実施した場合の事業費の負担方法は、図表 5-4のようになる。 

 基本的には、初期費のみ行政が負担し、運用費は民間が賄っていく方法が導入しやすいスキームとい

える。 

 しかし、検討の結果、民間運用による事業継続性確保が困難な場合には、機器・回線保守料に対する

補助、さらには市町による運営も視野に検討する必要がある。 
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図表 5-4 事業費の負担方法 

区分 費目 負担者 原資 

中継網関係整備費用 

アクセス網関係整備費用 
国、県、市町 各財源 

初期費 
各地域のリーダー（世話役）

育成 
自治体 各財源 

インターネットバックボー

ン回線接続料 
民間 サービス利用料 

回線料（DSLや専用線等を利

用の場合） 
民間 サービス利用料 

機器・回線の保守料 

民間 

（一部、自治体による負担の

検討の必要がある） 

サービス利用料 

利用サポート 

（ヘルプデスク、マニュア

ル等） 

加入者グループ（自助） 

民間（回線障害や技術的に複

雑な内容の対応） 

 

サービス利用料 

 

運用費 

加入促進・営業 原則加入者グループが実施 － 
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5-4 局所的条件不利地域 

 内陸郊外に立地する集合住宅や新規に宅地が開発された地域などにおいては、電話用の通信インフラの

一部が局所的に光ファイバー化されているエリアが存在する。このようなエリアにおいては ADSL が利用

できず、FTTH やケーブルインターネットの提供がない場合には、事実上ブロードバンドサービスが利用

できない。 

 このようなエリアの特徴は、以下のような点である。 

 

○内陸部であり、住宅が一定規模で固まっている 

○光ファイバーが整備されている 

○しかし採算性に問題があり、光ファイバーを活用したブロードバンドサービスは提供されていない 

 

 このような特徴を踏まえると、光ファイバーと無線 LANや VDSLを組み合わせたサービスを、民間事業

者に提供してもらう方法が考えられる。昨今の集合住宅では、いわゆるインターネットマンションサービ

スの提供が進んでいる。このような手法を応用することで、サービス提供が可能なケースも存在するもの

と考えられる。 

 さらに、内陸部であることから、山間部・半島部と同様に、ケーブルインターネットにより対応するこ

とが考えられる。また、採算性の問題を解消できるよう、行政が加入促進を図るなどの方法で支援を行い、

民間にFTTHの提供を促すことが考えられる。 

 

図表 5-5 適用可能な対応方策 

インフラ CATV FTTH 新しい民間サービス 無線LAN 

支援施策 

・新世代地域ケーブル

テレビ施設整備事業

（総務省） 

・加入支援 ・加入支援 ・設備費用補助など 

本施策の適用が向く

地域の特徴 

・ケーブルテレビ事業

の計画がある地域 

・民間のADSL活用スキ

ームが適合しない地

域 

・民間の事業採算ライ

ンにのる世帯数が確

保できる地域 

・民間の事業採算ライ

ンにのる世帯数が確

保できる可能性のあ

る地域 

・民間の事業採算ライ

ンにのる世帯数が確

保できない地域 

支援主体と支援概要 

○国、県、市町： 

・センター設備、ネッ

トワーク設備等の整

備費用への一部補助 

○自治体： 

・要望、加入希望者の

とりまとめ 

 

○自治体： 

・新規サービスの要望、

加入希望者のとりま

とめ 

 

○自治体： 

・通信事業者への設備

費用補助など 

整備実施主体 
・市町 

・第３セクター 
・通信事業者 

・通信事業者（インタ

ーネットマンション

事業者等） 

・通信事業者 

サービス提供事業主

体 

・市町 

・第３セクター 
・通信事業者 ・通信事業者（同上） ・通信事業者 

事例 

・高松市、坂出市、観

音寺市、丸亀市、宇

多津町、さぬき市、

豊浜町、大野原町、

塩江町、仁尾町等 

 

・都市公団団地におけ

るインターネットマ

ンションサービス 
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5-5 今後の課題 

 以上整理したように、山間部・半島部、局所的な条件不利地域については、解決の見通しが存在する。

整理した対応方策を、県、市町が民間事業者と連携しながら早期に実行に移すことが必要である。 

 しかし、離島部については、先に示したような、新たな事業スキームを、特に以下のような点から検討

し、整備することから始める必要である。 

 

○事業面の詳細検討 

○制度面の詳細検討 

○体制面の詳細検討 

 

 その際、今後、市町をまたがる場合に包括的に適用できるような補助メニューや、本来、町が対象であ

る補助メニューであっても、離島を擁する市については、市も適用可能とする補助メニューを国に要望す

ることも検討する必要がある。 

 また、離島部を対象とした「特区」の申請など、幅広い選択肢を視野に検討することが必要である。 
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参考-1 条件不利地域の現状一覧 

市町名 エリア 世帯数 
人 口

(人)  

高齢者 

[65 歳以

上] 

人 口

(人) 

主な公共施設 

当該地域の課題や

施策、生活文化や

産業の特徴 

当該地域における

ブロードバンド化

関連施策（実施状

況・計画） 

当該地域のインタ

ーネット利用状

況、ブロードバン

ド利用に関する要

望 

菅沢 49 129 65 

東植田小学校菅沢分

校、東植田公民館菅沢

文館、高齢者活動セン

ター白峰荘、高松市消

防団山田分団３部菅沢 

少子高齢化が一段と

加速し地域全体の活

力が弱体化している。 

地区の主な産業は農

業であるが、特産物

はシイタケ、キュウ

リ、タケノコ等である。 

山に囲まれているた

め耕地面積も狭く将

来的展望は薄い。 

    

女木島 

133 264 140 高松市役所女木出張所
（女木公民館）、女木

小学校、女木保育所（休

所）、女木郵便局、女

木診療所、女木駐在所、

ＪＡ女木支店、女木島

漁業協同組合、鬼ヶ島

おにの館 

少子高齢化が一段と

加速し、島全体の活

力が急速に弱体化し

ている。高齢化が一

段と進む中で島民に

とって医療施設の充

実と医者の常駐を強

く望んでいる。島の

産業は漁業である

が、近年の不漁に悩

まされており、一方、

農業は耕地面積が山

であるため限られて

おり、農業の収入源

はニンニク栽培であ

る。いずれにしても、

漁業、農業と資源の

枯渇化、高齢化のた

め、将来的展望は期

待が薄い。 

    

高松市 

男木島 

150 280 144 小・中学校、出張所、
公民館、診療所 

人口減少、高齢化、

生活道路整備、離島

留学制度、漁業 

行政関係、農協関係、

漁協関係 

農協、漁協、行政出

先関係 

丸亀市 牛島 

11 17 11   産業は魚業が中心で

ある。生活環境面で

は、電気、電話、水

道は普及、屎尿は浄

化槽により処理。高

齢化が進み、人口は

減少している。定期

航路の維持に努めて

いる。 

現状、特になし。市

としては集会場にＬ

ＡＮを構築する構想

はある。一般住民向

けについては計画な

し。 

インターネット利用

状況は不明（多分な

し）。高齢化はして

いるものの、将来を

展望するとブロード

バンド利用は必要。 
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市町名 エリア 世帯数 
人 口

(人)  

高齢者 

[65 歳以

上] 

人 口

(人) 

主な公共施設 

当該地域の課題や

施策、生活文化や

産業の特徴 

当該地域における

ブロードバンド化

関連施策（実施状

況・計画） 

当該地域のインタ

ーネット利用状

況、ブロードバン

ド利用に関する要

望 

本島 

372 756 352 丸亀市本島市民センタ
ー、本島保育所、本島

幼稚園、本島小学校、

本島中学校、丸亀市本

島診療所、丸亀市山根

児童館、山根文化セン

ター 

産業は漁業を中心と

する。生活面では電

気、電話、水道は普

及。ゴミ、屎尿は本

土から収集。昔より

塩飽諸島の中心的な

島で、文化財、史跡

等観光資源に恵まれ

る。高齢化が進み、

人口は減少してい

る。定期航路の維持

に努める。 

市としては本島市民

センター等公共施設

について、ＬＡＮを

構築する構想はあ

る。現状は市民セン

ターのみＬＡＮを構

築。一般向けについ

ては計画なし。 

ＮＴＴによるISDNは

可能。将来のブロー

ドバンド化は必要。 

広島 

263 470 268 丸亀市広島市民センタ
ー、広島保育所、広島

小学校、広島中学校、

丸亀市広島診療所 

産業は採石業が中心

で、他に漁業がある。

採石業は競争が激

化。生活面では電気、

電話、水道は普及。

ゴミ、屎尿は本土よ

り収集。住民を中心

に「島おこし」事業

を推進し、活性化を

図るとともに、観光

開発に努めている。

高齢化が進み、人口

も減少している。地

元住民による NPO 法

人により福祉施策を

実施。 

市としては広島市民

センター等公共施設

についてＬＡＮを構

築する計画はある。

現状は市民センター

のみＬＡＮを構築。

小中学校は国の制度

により実施（H15年度

打ち切り）。一般向

けについては計画な

し。 

ＮＴＴによるISDNは

可能。将来のブロー

ドバンド化は必要。 

手島 

44 70 58 丸亀市手島連絡所、手
島自然教育センター 

産業は漁業が中心で

あるが、一部農業に

も従事している。生

活面では電気、電話、

水道が普及。ゴミ、

屎尿は本土より収

集。高齢化が進み、

人口が減少してい

る。定期航路の維持

に努める。島外者と

の交流を図るため、

手島自然教育センタ

ーがある。 

現状、特になし。市

としては手島自然教

育センターにＬＡＮ

を構築する構想はあ

る。一般住民向けに

ついては計画なし。 

インターネット利用

状況は不明（多分な

し）。高齢化はして

いるものの、将来を

展望するとブロード

バンド利用は必要。 

 

小手島 

38 102 22 小手島小中学校 産業は漁業が中心。

生活面では電気、電

話、水道は普及。ゴ

ミ、屎尿は本土から

収集。高齢化が進み、

人口は減少してい

る。定期航路の維持

に努める。 

小中学校は国の制度

により実施（H15年度

打ち切り）。市とし

ては小手島小中学校

にＬＡＮを構築する

構想はある。一般向

けについては計画な

し。 

インターネットは小

中学校は可能。他の

インターネット利用

状況は不明（多分な

し）。高齢化はして

いるものの、将来を

展望するとブロード

バンド利用は必要。 
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市町名 エリア 世帯数 
人 口

(人)  

高齢者 

[65 歳以

上] 

人 口

(人) 

主な公共施設 

当該地域の課題や

施策、生活文化や

産業の特徴 

当該地域における

ブロードバンド化

関連施策（実施状

況・計画） 

当該地域のインタ

ーネット利用状

況、ブロードバン

ド利用に関する要

望 

与島 

85 180 86 与島出張所、坂出市与
島開発総合センター、

与島幼稚園（休園）、

与島小学校（休校）、

与島中学校（休校） 

瀬戸大橋架橋によ

り、日本初の海の高

速道路としてパーキ

ングエリアを有して

いることから、海上

遊覧の基地化や民間

活力を生かしたリゾ

ートなど観光諸施設

の整備を図り、備讃

瀬戸圏のレクリエー

ションの要とする。

主産業である採石業

については、資源的

に限界に近づいてお

り、原石輸入加工に

よる高付加価値商品

への方向転換を図

り、地場産業の振興

に努めている。 

未実施。計画なし。 不明 

小与島 

4 12 5   主産業である採石業

については、資源的

に限界に近づいてお

り、原石輸入加工に

よる高付加価値商品

への方向転換を図

り、地場産業の振興

に努めている。 

未実施。 

計画なし。 

不明 

岩黒島 

32 98 32 岩黒小中学校 主要産業である漁業

の振興を図るととも

に、瀬戸大橋の架橋

地点であることか

ら、民宿経営など観

光産業の育成に努め

ている。 

未実施。 

計画なし。 

不明 

坂出市 

櫃石島 

106 259 104 櫃石幼稚園、櫃石小学
校、櫃石中学校 

主要産業である漁業

の振興を図るととも

に、瀬戸大橋の架橋

地点であることか

ら、民宿経営など観

光産業の育成に努め

ている。 

未実施。 

計画なし。 

不明 
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市町名 エリア 世帯数 
人 口

(人)  

高齢者 

[65 歳以

上] 

人 口

(人) 

主な公共施設 

当該地域の課題や

施策、生活文化や

産業の特徴 

当該地域における

ブロードバンド化

関連施策（実施状

況・計画） 

当該地域のインタ

ーネット利用状

況、ブロードバン

ド利用に関する要

望 

観音寺

市 
伊吹島 

407 1,020 389 総合開発センター、伊
吹診療所、伊吹公民館、

伊吹保育所、伊吹小学

校、伊吹中学校、伊吹

屎尿処理施設 

他の島と同様に少子

高齢化が著しく進

み、高齢化等は約

40％である。島全体

が急峻な地形であ

り、環状道路のみ普

通車が通行できる。

産業についてはカタ

クチイワシ漁とされ

に伴う水産加工業が

ほとんどを占めてお

り、冬期産業は新た

な産業が必要とな

る。 

情報通信技術講習

（H13.8）、ホームペ

ー ジ 作 成 講 習

（H14.12） 

インターネット利用

者は小・中学校の授

業、行政主体の講習

会などにより年々増

加している。医療、

福祉、教育における

生活の不便さをブロ

ードバンド利用によ

り解消してくれるの

ではないか期待して

いる。 

東かが

わ市 

福栄・五

名 
782 2,334 801 

東かがわ市福栄出張

所、五名出張所、福栄

小学校、五名小学校、

福栄幼稚園、五名幼稚

園、福栄保育園 

南は徳島県に接し、

周囲を阿讃の山脈に

囲まれた海抜２００メ

ートルを超える山村

で、社会環境に恵ま

れず、過疎現象を呈

している地区で当市

の中でも特に人口の

減少と高齢化が著し

い。公共施設は文教・

厚生施設の建設を中

心に、道路整備・農業

基盤の改善等を進め

ているが、農林業を

中心とした産業の振

興と生活環境の向上

を図り、所得の安定

向上と福祉の増進に

努めている。 

現在のところ計画等、

特になし。 

この地域は民間通信

事業者によるブロード

バンド化の提供がな

されておらず当市内

においても情報格差

が生じており、地域住

民からの要望もある

ことからも、この状況

を是正するための早

期ブロードバンド化の

実現を要望するもの

である。 

内海町 
当浜・福

田・吉田 
503 1,257 448 

福田支所、福田公民

館、福田小学校、福田

幼稚園、吉田ダム、小

豆島オートビレッジＹＯ

ＳＨＩＤＡ 

内海町中心部から約

１５ｋｍ離れており、

公共交通手段につい

ては、内海町安田方

面及び土庄港方面へ

１日往復９便しかバス

が運行しておらず交

通の便が悪い地域で

あ る 。 

現在、当該地域の高

齢化率は３５．６％と

内海町全体における

高齢化率（３０．８％）

と比べて高く、少子高

齢化が進んでいる。

主な産業は、石材業

等である。 

地域からの要望はあ

るが、現在のところ予

定なし。 

インターネットに関す

る需要は、年々増加

しており、当該地域に

ついても同様である。

今後は、地域間にお

ける情報格差の発生

が懸念されており、当

該地域以外の地域と

同様に、ＡＤＳＬを始

めとするブロードバン

ドの整備を要望する。 
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市町名 エリア 世帯数 
人 口

(人)  

高齢者 

[65 歳以

上] 

人 口

(人) 

主な公共施設 

当該地域の課題や

施策、生活文化や

産業の特徴 

当該地域における

ブロードバンド化

関連施策（実施状

況・計画） 

当該地域のインタ

ーネット利用状

況、ブロードバン

ド利用に関する要

望 

見目・小

海・大部

小部 

1,207 3,126 968 

北浦小学校、北浦幼稚

園、北浦保育所、北浦

公民館、北浦児童館、

北浦教育集会場、土庄

町斎場、大阪城残石記

念公園、御影運動公

園、大部小学校、大部

幼稚園、大部公民館、

大部児童間、中の口教

育集会場 

石材業、農業、漁業

が産業の中心となっ

ている。どの産業に

ついても高齢化が問

題ではあるが、石材

業については外国産

の石材の輸入による

価格破壊の影響が大

きい。歴史的な石材

業の発展により関西

地区とのつながりが

深い。 

現在のところなし、検

討中。 

学校・公民館・幼稚

園・保育所について

はインターネット接続

がある。一般につい

ては高齢者も多く、イ

ンターネット利用率が

低い。が当該地区内

に優良な企業がある

ためブロードバンド化

への要望は高い。 

小豊島 

8 19     定住人口の減少。畜

産業と農業が産業の

中心であるが、後継

者不足で、産業を維

持していくことが困

難になってきてい

る。 

現在のところなし。 ほとんどが高齢者世

帯であるため、イン

ターネット利用率は

低い。しかし、半面

ブロードバンドを利

用した遠隔監視シス

テムなどの構築が望

まれる。 

土庄町 

豊島 

541 1,206   豊島公民館、豊島交流

センター、豊島中学校、

豊島小学校、豊島幼稚

園、豊島児童館 

高齢化が最も大きな

課題である。島の中

に従事できる産業が

減少し、定住する生

産年齢人口も減少し

つつある。主な産業

は、石材加工業、農

業、水産業。産業廃

棄物の不法投棄の問

題により、新たな島

づくりを模索してい

る。 

公共機関のみISDN回

線で町のイントラネ

ットに接続。 

小・中学校を擁して

いることからも、要

望は高い。また、高

齢化率も高いので、

ブロードバンドを利

用したその他の施策

への要望もある。 

池田町 

吉野・蒲

野 ・ 神

浦・ 

二 面 の

一部 

※ 右 の

（ ）書き

は 二 面

の一部 

322 

(約 50） 

801 

(約 120） 

343 

(約 50） 

三都ふれあいセンター

（公民館：蒲野地区）、

谷尻公営住宅（南蒲野

地区） 

池田町の南端部に位

置し、過疎化、少子高

齢化が著しい。（神浦

地区では高齢化率が

約 50％）わずかな農

業、漁業以外に目立

った産業もなく、労働

者の多くは池田町の

中心部や他町へ働き

に出ている。 

本年 8 月 8 日から池

田町中心部でＡＤＳＬ

が開通したがエリア

の一部（二面の一部）

では、線路長が長くな

るため、実質的にブロ

ードバンドの恩恵は

ない。また、吉野・蒲

野・神浦については、

中心部同様、ＡＤＳＬ

の開通について要望

したがＮＴＴから提示

された条件（一定のユ

ーザ数確保・費用負

担など）のハードルが

高く、ブロードバンド

化の目途はたってい

ない。 

これらの地域は老人

世帯が多いため、イ

ンターネット利用世帯

は100世帯未満で、そ

のほとんどは50歳未

満の世帯員がいる世

帯と考えられる。しか

し、交通の不便さに情

報過疎が拍車をかけ

る形で、さらなる過疎

化の進展が危惧され

ており、若い世代を中

心としてブロードバン

ドに対する要望は非

常に強い。 

 70



香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

市町名 エリア 世帯数 
人 口

(人)  

高齢者 

[65 歳以

上] 

人 口

(人) 

主な公共施設 

当該地域の課題や

施策、生活文化や

産業の特徴 

当該地域における

ブロードバンド化

関連施策（実施状

況・計画） 

当該地域のインタ

ーネット利用状

況、ブロードバン

ド利用に関する要

望 

三木町 
鹿庭・小

蓑・奥山 
583 1,607 627 

神山出張所、神山公民

館、神山小・中学校、小

蓑小･中学校、日山幼

稚園鹿庭分園、神山保

育所、高仙山山頂公園 

過疎化、高齢者比率

の増大 

特になし。 アナログ電話回線及

びＩＳＤＮ回線を利用し

ている。ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ

（ＡＤＳＬ等）利用への

要望は強い。 

向島 

9 20 13 なし 高齢化が進んでおり

ＩＴを利用しようと

する島民の意識は低

いと思われる。 

向島に対するＩＴ関

連施策は、現在のと

ころ特に計画なし 

現在インターネット

自体ができない状態

である。 

島民からの要望は現

在のところ特に出て

いない。 
直島町 

屏風島 

13 41 11 集会所一ヵ所 ＩＴを利用しようと

する島民の意識は低

いと思われる。産業

は、ほぼ漁業（養殖

業）が中心。 

屏風島に対するＩＴ

関連施策は、現在の

ところ特に計画なし 

現在インターネット

自体ができない状態

である。 

島民からの要望は現

在のところ特に出て

いない。 

琴南町 全域 1,172 3,262 1,155 

中央公民館、農改せﾝタ

ー 

総合センター、エピア

みかど、健康ふれあい

の里 

65歳以上の高齢者の

割合は３５％と高く、

農林業以外に特に産

業がなく、就業者のほ

とんどが周辺の地域

に通勤している状態

である。 

平成１７年度からＣＡ

ＴＶの導入を予定して

いる。（合併後の導

入） 

離島や山間地域等の

地域格差があったと

ころにも、全国一律の

情報提供が今後行わ

れるということで。ＩＴ

化がすすめられてき

ているが、今回も離島

や山間地域が最後に

なっているように思わ

れる。国・県は、何を

してくれるのでしょう

か？ 

ＮＴＴも含め、民間が

参入しやすい地域は

民間に任せておい

て、コストが割高とな

るＣＡＴＶやＡＤＳＬな

どの地上網ばかりで

なく、低コストな無線

技術を使ったインフラ

整備を促す助成制度

の創設、技術援助体

制を確立してほしい。 

 71



香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

市町名 エリア 世帯数 
人 口

(人)  

高齢者 

[65 歳以

上] 

人 口

(人) 

主な公共施設 

当該地域の課題や

施策、生活文化や

産業の特徴 

当該地域における

ブロードバンド化

関連施策（実施状

況・計画） 

当該地域のインタ

ーネット利用状

況、ブロードバン

ド利用に関する要

望 

高見島 

66 108 78 多度津町役場高見出張
所、多度津町国民健康

保険高見診療所、高見

小・中学校（休校中）、

多度津町高見いこいの

家 

・人口が年々減少傾

向にあり、高齢化率

が高い。・フェリー

便が１日４便運航し

ている。・漁業が主

産業であり、第一次

産業の１００％を占

めている。・農業は

自家消費的な生産。 

地域インターネット

導入促進事業（平成

12 年度）を行い、無

線ＬＡＮにより、本

庁と出張所との双方

向な情報交換・情報

提供が可能となって

いる。また災害時等

の緊急連絡の手段と

しての活用もでき、

今後はこれを利用し

て、ＩＴの利便性の

向上、利用促進に努

める。 

電話回線を利用し

て、数件の家庭がイ

ンターネットを活用

している。要望は今

のところ特になし 

多度津

町 

佐柳島 

114 167 117 多度津港役場佐柳出張
所 

多度津町国民健康保険

佐柳診療所 

多度津町佐柳島体験セ

ンター 

多度津町佐柳いこいの

家 

・人口が年々減少傾

向にあり、高齢化率

が高い 

・フェリー便が１日

４便運航している 

・漁業が主産業であ

り、第一次産業の１

００％を占めている 

・農業は自家消費的

な生産 

地域インターネット

導入促進事業（平成

12 年度）を行い、無

線ＬＡＮにより、本

庁と出張所との双方

向な情報交換・情報

提供が可能となって

いる。また災害時等

の緊急連絡の手段と

しての活用もでき、

今後はこれを利用し

て、ＩＴの利便性の

向上、利用促進に努

める 

電話回線を利用し

て、１０件程度の家

庭がインターネット

を活用している。 

要望は今のところ特

になし 

仲南町 

佐文・十

郷 【 生

間 、 宮

田 、 買

田】を除

く地域 

986 3,293 1,045 

道の駅「空の夢もみの

木パーク」、塩入温泉、

塩入ふれあいロッジ、

ふるさと研修館、中央

公民館、役場庁舎、サ

ンスポーツランド仲南 

本町のほとんどが高

速インターネット接続

が出来ない地域であ

る。また情報発信の

手段の一つとしてオフ

トーク通信を行ってい

るがインターネットに

接続するために接続

機器及び接続工事に

多大な経費を要す

る。 

仲多度南部４町合併

協議において、ＣＡＴ

Ｖの整備事業を検討

中。 

通信回線の使用料金

を下げてほしい。 

高瀬町 

上麻・下

麻 ・ 佐

股・ 

羽方 

1,584 5,260 1,587 

麻小学校、麻幼稚園、

麻公民館、二ノ宮小学

校、二ノ宮幼稚園、二ノ

宮公民館、原下工業団

地 

豊かな農業地帯であ

り特に二ノ宮地区は

県下最大のお茶の産

地である。四国横断

道から東側に位置す

る地域でブロードバン

ドサービスが受けら

れない。 

平成15年7月にアン

ケート調査を行い、Ｃ

ＡＴＶ及びＡＤＳＬを希

望している戸数を把

握した。麻・二ノ宮地

区においては過半数

の世帯がＡＤＳＬ化を

希望している。 

約４割の世帯がインタ

ーネットを利用してい

るが速度に不満を持

つ世帯が多い。また

面積が広いためＡＤＳ

Ｌ化されても速度が出

ない地域があるので

ＣＡＴＶやＦＴＴＨが望

ましい。 
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市町名 エリア 世帯数 
人 口

(人)  

高齢者 

[65 歳以

上] 

人 口

(人) 

主な公共施設 

当該地域の課題や

施策、生活文化や

産業の特徴 

当該地域における

ブロードバンド化

関連施策（実施状

況・計画） 

当該地域のインタ

ーネット利用状

況、ブロードバン

ド利用に関する要

望 

山本町 全域 2,251 7,789 2,146 

町役場庁舎、山本町保

健センター、山本町農

村環境改善センター、

生涯学習センター、浄

水場、中央保育所、幼

稚園（４園）、小学校（４

校）、中学校（１校）、地

区公民館（４地区）、郵

便局（簡易郵便局を含

め３局）、警察官駐在所

（２）、三豊広域消防第２

分署、三豊広域クリー

ンセンター、山本財田

斎場 

まちづくりのテーマと

して「やすらぎと健康

そして文化の香るま

ち・山本」を掲げてい

ます。健康的でやす

らぎのある自然豊か

な環境を堅持し、創意

と工夫であらゆる問

題の解決と可能性の

探求に取り組む創造

的な活動を支援する

ことにより、教育・文

化・福祉・産業・環境

などの各分野を活性

化し、すべての住民

が幸せに暮らすこと

のできるまちとなるこ

とをめざしている。産

業にあっては、本町

においてこれまで第１

次産業従事者が比較

的高かったが毎年減

少傾向にある。その

分第３次産業が増え

ているが、総人口の４

分の１にあたるほど

の人が町外で就業し

ている。 

通信網のブロードバ

ンド化は、一般的にこ

れまで電気通信事業

者によって整備・サー

ビスがなされている

が、本町においては

そのサービスの提供

を受けるにいたって

いない。香川県内でも

このような地域は、少

なくなってきており、

情報格差による地域

の生活基盤の低下が

懸念されている。この

ような状況のもと、本

町においては、ＣＡＴ

Ｖの導入を行うことと

いたし、併せてインタ

ーネット接続サービス

を提供することをもっ

て情報格差の是正を

図ることとし、関係各

方面との調整を開始

している。また先般に

は、電気通信事業者

（ＮＴＴ西日本）による

ＡＤＳＬを一定条件で

の町内サービス開始

についての申し出が

あったところである。

しかしながら、町が積

極的に推進しようとし

ているＣＡＴＶとの関

係、サービス開始条

件等において今後検

討の必要が生じてい

る。ＣＡＴＶ、ＡＤＳＬい

ずれも重要な情報通

信施設であるとの認

識のもと、整備にむけ

積極的な展開を図っ

ていきたいと考えて

いる。 

市町合併を控え本町

における情報通信網

の整備を早急に行う

必要がありますが、

財政的な面における

関係各位の助成等が

不可欠であり、強く要

望するものです。 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

市町名 エリア 世帯数 
人 口

(人)  

高齢者 

[65 歳以

上] 

人 口

(人) 

主な公共施設 

当該地域の課題や

施策、生活文化や

産業の特徴 

当該地域における

ブロードバンド化

関連施策（実施状

況・計画） 

当該地域のインタ

ーネット利用状

況、ブロードバン

ド利用に関する要

望 

大 浜 ・

箱・積・

生里 

1,007 2,866 1,150 

箱浦ビジターハウ

ス、荘内自然休養村

センター、緑の村管

理センター、大浜小

学校・幼稚園、箱浦

小学校・幼稚園 

県下で最長の半島

地域となっており、

本庁舎や町内中心

施設とも距離があ

り今後インターネッ

トを利用した申請・

手続きが期待され

ている。また小学校

での授業において

もパソコンが活用さ

れている中、現状

での回線では支障

がある。 

ＮＴＴ西日本提供のＩ

ＳＤＮ回線までとな

っており、今後のブ

ロードバンド化は未

定。 

町内のパソコン保

有率が５０％を超

え、当該地域にお

いてもインターネッ

トの利用が増大す

ると見込まれる。ま

た今後の電子自治

体サービスを踏ま

え不利益地域の解

消が特に望まれ

る。 

志々島 

28 36 33 老人いこいの家、

志々島診療所 

産業－花卉栽培。

粟島と同様に高齢

化著しい。 

なし   詫間町 

粟島 

224 382 220 開発総合センター、

海洋記念公園、粟島

小・中学校 

産業－漁業中心。

高齢化のため、労

働力不足。 

特になし   

財田町 全域 1,369 4,734 1,436 

たからだの里環の

湯、たからだの里物

産館、たからだの里

湯の谷荘、財田町中

央公民館 

山間部で高齢化率

が高い過疎地域 

１市５町の合併に

あわせて光ファイ

バー網を設置予

定。 

早急に光ファイバ

ー網を完成させた

い。 
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香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

参考-2 実証実験アンケート票 

 

「条件不利地域におけるブロードバンド化推進事業」 

実証実験に関するモニター・アンケート調査 

 

 

調査の目的 

 この調査は、香川県内の山間部や離島地域などのブロードバンドを利用することが出来ない地域において、

ブロードバンド化を実現するため、無線技術を活用した技術実験を行い、解消策を検討することを目的に行

われるものです。ご協力お願いいたします。 

 

調査項目 

 調査項目は下記の通りです。 

 

 

○ インターネットの利用状況に関すること 

○ インターネットの通信環境に関すること 

 

 

 

 

 

調査方法 

 各調査項目ごとにあてはまる数値や番号および自由記述欄への記入をしてください。 

 

 

○ご記入者について 

 

 ご記入者について記入してください。 

 

氏名  

住所  

電話  

ご記入者 

e-mail  
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○インターネットの利用状況についてお聞きします。 

 

１．パソコンの利用者 

 

 主にインターネットをご利用されている方はどなたですか？ 

 

 １－１．自分 

 １－２．配偶者 

 １－３．子供 

 １－４．その他（                        ） 

 

２．利用時間 

 

 主にインターネットを利用されている時間帯はいつですか？ 

 また、１日あたりどれくらいの時間利用されますか？ 

 

 ■利用時間帯 （AM・PM         ）～（AM・PM         ） 

 

 ■利用時間   ・１時間未満 

   ・１～２時間 

   ・２～３時間 

   ・３～５時間 

   ・それ以上 

 

３．利用内容 

 

  主にインターネットで何を利用されましたか？ 

 

 

 ３－１．ホームページの閲覧 

 ３－２．ネットワークゲーム 

 ３－３．チャット 

 ３－４．ブロードバンド配信（動画閲覧） 

 ３－５．その他 （                      ） 
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○インターネットの通信環境についてお聞きします。 

 

１．通信状態 

 

 インターネットをご利用されている間の通信状態はどうでしたか？ 

（これまでの環境と比較した場合） 

 

 １－１．快適に利用することができた 

 １－２．普通に（早くもなく遅くもなく）利用することができた 

 １－３．以前のほうが、快適に利用することができた 

 １－４．時々、利用できなかった 

 １－５．まったく利用することができなかった 

 １－６．その他 （                              ） 

 

２．利用期待度 

 

 今後、このようなインターネット環境がサービスとして始まった場合、利用したいと思いますか？ 

 

 ２－１．是非利用したい 

 ２－２．金額によっては利用したい 

 ２－３．利用したくない   ※理由（      ） 

 

３．その他 

 

 その他、ご意見等ございましたら、何でも結構ですのでご記入ください。 

 

  自由記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 
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参考-3 国及び他県における施策 

1 国の支援施策 

 総務省において、高度情報通信ネットワーク社会の形成を全国的に推進するため、情報通信インフラの

整備等を目的とした、様々な支援施策が実施されている。その中には、条件不利地域に対し、ブロードバ

ンド化の実現を可能とする施策も打ち出されている。 

 総務省における、高度情報通信ネットワーク社会の形成を目的とした施策を図表1に整理する。 

 

図表 1 高度情報通信ネットワーク社会の形成を目的とした施策（総務省） 

施策名 概要 

地域イントラネット基盤施設

整備事業等 

学校、図書館、市役所などを高速・超高速で接続する地域公共ネッ

トワークを整備することにより電子自治体を推進するとともに、市

町村合併の推進等を重点的に支援するため、その所要経費の一部を

補助。 

新世代地域ケーブルテレビ施

設整備事業 

市町村等が、地域生活に欠かせない情報を提供するケーブルテレビ

整備事業を行う場合、その所要経費の一部を補助。 

地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
推
進 

広域的地域情報通信ネットワ

ーク基盤整備事業 

複数の地方公共団体が主体となる、広域的な先進的情報通信ネット

ワークの整備を支援。 

移動通信鉄塔施設整備事業 携帯電話の利用可能な地域を拡大し、地域間の情報通信格差是正を

図るため、過疎地等において、市町村が移動通信用鉄塔施設を整備

する場合、その設置経費の一部を補助。 

民放テレビ・ラジオ放送難視聴

等解消施設整備事業 

民放テレビ放送の難視聴解消、民放中波ラジオ放送及び都市におけ

るテレビ放送の受信障害の解消を図るために、市町村が難視聴等解

消施設を設置する場合、所要経費の一部を補助。 

地域インターネット導入促進

整備事業 

地域住民にインターネットを活用した双方向の行政サービスを提供

するため、公共施設にインターネットを導入する市町村に対し、イ

ンターネットの利用環境を整備するためのハード整備にかかる費用

の一部を補助。 

IT生きがい・ふれあい支援促進

基盤整備事業 

地域における開放型ＩＴ利用基盤として、高齢者・障害者等だれも

が容易にITを利用できる「ＩＴ生きがい・ふれあい支援センター施

設」の整備に係る費用の一部を補助。 

デ
ジ
タ
ル
・
デ
バ
イ
ド
の
解
消 

加入者系光ファイバ網整備事

業 

過疎地域等の地方公共団体がモデル事業として、公共ネットワーク

を活用しつつ加入者系光ファイバ網を整備する際に、所要経費の一

部を補助。 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ン
テ

ン
ツ
・
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
充
実 

情報通信システム整備促進事

業 

地域公共ネットワークを活用して、利便性の高いシステムを構築す

るためのソフト開発等に取り組む町村等を支援するため、その所要

経費の一部を補助。 

人
材
の

育
成 

情報通信人材研修事業支援制

度 

情報通信人材研修事業を行う事業者に対し所要経費の一部を助成す

ることにより、世界最高水準のIT国家の実現に向け情報通信分野に

おける専門的な知識･技能を有する創造的な人材の育成を図る。 

電
波
遮
へ
い

対
策
の
推
進 

電波遮へい対策事業 高速道路等のトンネル又は地下駅等の閉塞地域において、移動通信

用中継施設の整備を行う公益法人に対して、国がその設置費用の一

部を補助。 

テ
レ
ト
ピ
ア

構
想
の
推
進 

テレトピア構想 ケーブルテレビ、インターネット、コミュニティー放送等の情報通

信メディアを活用して、地域の情報化を促進し、地域社会の活性化

を図る。 
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施策名 概要 

Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
た
地
域
経

済
の
活
性
化 

ITモデル地区特区構想 ＩＴ ビジネスの振興に積極的な地方公共団体を指定し、ＩＴ ビジ

ネスにとっての魅力的なビジネス環境を先行的に実現することによ

り、ＩＴ ビジネスの集積を図り、ＩＴ ビジネスの地域展開モデル

の構築及び当該モデルの他地域への展開を通じた地域経済の活性化

を推進する。 

各
種
地
域
振

興
法
に
よ
る

支
援 

民間能力活用特定施設緊急整

備事業 

民間活力を最大限に活用し、内需の振興を図る観点から、民活法(民

間事業者の能力の活用による特定施設の整備の促進に関する臨時措

置法(昭和61年法律第77号)に基づき、特定施設の整備事業を促進す

る。 

マルチメディア街中にぎわい

創出事業 

中心市街地の活性化を推進するため、マルチメディアに慣れ親しむ

展示･研修･交流機能を併せ持った施設を整備する地方公共団体等を

支援。 中
心
市
街

の 

地

活
性
化 

中心市街地電気通信施設整備

事業・中心市街地電気通信シス

テム整備事業 

中心市街地において、情報通信センター、マルチメディア･コーナー、

研修室などにより構成される施設を整備･管理する事業を展開しま

す。また、日本政策投資銀行等からの財政投融資により、中心市街

地の活性化に資する電気通信システムを整備する事業(中心市街地

電気通信システム整備事業)を展開する。 

地方拠点都市地域の電気通信

高度化促進事業 

東京一極集中を是正し、国土の均衡ある発展を図るため、地方定住

の核となる地方拠点都市地域の整備を促進するとともに、電気通信

機能支援中核施設の整備等を支援。 

地域情報化に関する調査研究

の支援 

地方拠点都市地域において地域の特性に応じた電気通信の高度化に

関する調査研究を行う地方公共団体を支援します。また、情報通信

技術を活用したまちづくりを目指して、産・学・官による研究会(地

域分科会)を開催し、地域情報化プロジェクトの企画・事業化を図る

地方公共団体を支援。 

 地方の拠点都市地域等において地域の特性に応じた情報化戦略・

ビジョンなどの調査研究を行う地方公共団体を支援。 

そ
の
他 

地域情報化アドバイザー制度 情報化計画の策定、各種アプリケーションの構築・活用に至る幅広

い助言を行うことのできる有識者を派遣し、地域情報化計画の測定

や各種アプリケーションの導入を図る地方公共団体等を支援。 

 

 79



香川県のブロードバンドサービスの現状と対応策の動向について 

 

2 他県における取り組み 

 全国においても、条件不利地域は多数存在しており、ブロードバンド化を目指した様々な取り組みが行

われている。取り組み内容については、市町村が主体でブロードバンドサービスを提供しているものや、

通信事業者と協力し、通信事業者のブロードバンドサービスエリアの拡大を図るものなど様々である。全

国における条件不利地域に対するブロードバンド化に向けた取り組みを図表2に整理する。 

 

図表 2 全国における条件不利地域に対する取り組み 

行政 

機関名 
施策名・事業名 

対象主体・ 

実施組織 
実施期間 対象地域 概 要 

秋田県 

高速インターネット

アクセス基盤整備事

業 

・ xDSL事業を実施

する民間通信事

業者 

平成14年度 

～ 

平成17年度 

・ 過疎地 

・ 採算問題地域 

送受信装置・付帯工事費・局舎

改修費の 1/2 を県が補助し、県

内におけるブロードバンドサー

ビスエリアの拡張を目的として

いる。 

矢島町 

（秋田県） 

加入者系光ファイバ

網整備事業 

・ 矢島町 

・ NTT東日本 

平成15年 

4月1日～ 
・ 矢島町内 

総務省の補助事業である地域情

報交流基盤整備モデル事業によ

り、ブロードバンドサービスの

提供を実現。 

YBネット（矢島ブロードバンド

ネットワーク）として、NTT 東

日本の「特定地域向けＩＰデー

タ通信網サービス」において提

供。 

原町市 

（福島県） 
市民アクセス網事業 

・ 原町市 

・ ＮＴＴ-ＭＥ福

島ＩＴステーシ

ョン原町 

平成15年 

７月１日～ 

・ 福島県原町市

内 

市が平成 13 年度に整備した光

ファイバーケーブル網を基幹回

線として利用し、アクセス回線

としてＦＷＡを利用したブロー

ドバンドサービスを提供してい

る。 

荒川区 

（東京都） 

光ファイバーによる

インターネット接続

補助事業 

・ 荒川区 

平成１６年３

月３１日受付

〆 

・ 荒川区内在住

者および事業

所 

通信事業者が提供する FTTH サ

ービスに係る費用を一部負担す

ることで、需要喚起を図ってい

る。 

島根県 
「市町村 IT 化総合推

進補助金」制度 

・ xDSL 事業を実施

する民間通信事

業者 

平成14年度 

～ 

平成15年度 

・採算問題地域 

DSL モデム等機器設置費・簡易

局舎整備費を見込みユーザ数に

より、一部若しくは全額を県が

補助することで、ブロードバン

ドサービスエリアの拡張を目的

としている。 

旭町 

（岡山県） 

地域インターネット

導入促進基盤整備事

業 

・ 旭町 
平成15年 

6月～ 
・旭町内 

旭町自体が第二種通信事業者と

なり、町民に対し、月額 300 円

の利用料で ADSL を提供してい

る。 

山口県 

YSN を活用した地域情

報化の推進 

プロジェクト 

・ 民間通信事業者 
平成14年度 

～ 
・山口県全域 

やまぐち情報スーパーネットワ

ーク（YSN）を IX として無料開

放し、地域プロバイダーの提供

エリアの拡大を目的としてい

る。 
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